
広 報

平成23年（2011）12月号

棚田夢灯り 2011

11月12日、日本の棚田百選にも選ばれた「下赤阪の棚田」が、3,000本の灯ろうでライトアップされました。
（関連記事13ページ）
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広
報
11
月
号
で
は
、
大
阪
府
か
ら

の
権
限
移
譲
と
こ
れ
に
よ
る
事
務
を

平
成
24
年
１
月
か
ら
富
田
林
市
、
河

内
長
野
市
、
大
阪
狭
山
市
、
太
子
町
、

河
南
町
お
よ
び
千
早
赤
阪
村
の
３
市

２
町
１
村
に
よ
り
共
同
処
理
す
る
こ

と
を
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
そ
の
共
同
処
理
の
方
法

や
事
務
内
容
な
ど
に
つ
い
て
、
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

３
市
２
町
１
村
の
広
域
ま
ち
づ
く

り
課
お
よ
び
広
域
福
祉
課
（
南
河
内

広
域
事
務
室
）
と
は
、
富
田
林
市
、

河
内
長
野
市
、
大
阪
狭
山
市
、
太
子

町
、
河
南
町
お
よ
び
千
早
赤
阪
村
の

３
市
２
町
１
村
が
規
約
に
基
づ
き
、

共
同
で
設
置
し
た
事
務
室
の
こ
と

で
、
ま
ち
づ
く
り
・
土
地
利
用
規
制

や
福
祉
の
事
務
を
処
理
し
ま
す
。
広

域
ま
ち
づ
く
り
課
お
よ
び
広
域
福
祉

課
の
職
員
に
選
任
さ
れ
た
者
は
、
３

市
２
町
１
村
の
職
員
の
権
限
を
合
わ

せ
も
ち
、
各
市
町
村
の
職
員
と
し
て

事
務
を
処
理
し
ま
す
。
事
務
の
処
分

権
限
は
、
３
市
２
町
１
村
の
長
に
帰

属
し
ま
す
。

事
務
室
は
、
南
河
内
府
民
セ
ン
タ

ー
ビ
ル
内
２
階
（
富
田
林
市
寿
町
二

丁
目
６
番
１
号
）
で
す
。

※
広
域
ま
ち
づ
く
り
課
お
よ
び
広
域

福
祉
課
以
外
の
各
市
町
村
の
担
当

課
が
、
申
請
・
届
出
、
許
可
・
認

可
な
ど
の
窓
口
と
な
る
事
務
も
あ

り
ま
す
。

移
譲
事
務
の
処
理
方
法

今
回
移
譲
を
受
け
る
事
務
（
40
事

務
）
の
処
理
方
法
に
は
、「
集
中
処

理
」
と
「
分
担
処
理
」
が
あ
り
ま
す
。

〈
集
中
処
理
〉

南
河
内
府
民
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
内
に

広
域
ま
ち
づ
く
り
課
お
よ
び
広
域
福

祉
課
を
共
同
設
置
し
、
３
市
２
町
１

村
の
職
員
が
３
市
２
町
１
村
の
事
務

を
処
理
（
内
部
組
織
の
共
同
設
置
）

し
ま
す
。

事
務
に
つ
い
て
は
「
ま
ち
づ
く

り
・
土
地
利
用
規
制
分
野
の
25
事

務
」、「
福
祉
分
野
の
８
事
務
」
で
す
。

〈
分
担
処
理
〉

３
市
２
町
１
村
で
河
内
長
野
市
役

所
に
専
門
職
員
を
共
同
設
置
し
、
３

市
２
町
１
村
の
事
務
を
処
理
（
職
員

の
共
同
設
置
）
し
ま
す
。

事
務
に
つ
い
て
は
、
公
害
分
野
の

７
事
務
で
す
。

大
阪
府
か
ら
の
権
限
移
譲
と

３
市
２
町
１
村
の
共
同
処
理
に
つ
い
て

３
市
２
町
１
村
の
広
域

ま
ち
づ
く
り
課
お
よ
び

広
域
福
祉
課
（
南
河
内

広
域
事
務
室
）
を
設
置

し
ま
す

権限移譲前 権限移譲後 

申請・相談 
など 

住民 

住民 

富田林市 

河内長野市 

大阪狭山市 

太子町 

河南町 

千早赤阪村 
大阪府 

千早 
赤阪村 

経由 

申請 

許認可 
など 

申請・相談 
など 

許認可 
など 

a
6
市
町
村
共
同
処
理 

【今回の権限移譲のイメージ】

3市2町1村共同処理体制

大
　
阪
　
府

権
　
限
　
移
　
譲
　
事
　
務

富田林市
（64事務）

河内長野市
（68事務）

大阪狭山市
（69事務）

太子町
（66事務）

河南町
（67事務）

千早赤阪村
（44事務）

※共同処理事務数は40事務です。

共
　
同
　
処
　
理

集中処理
（まちづくり・土地利用規制分野、福祉分野）

南河内府民センタービル内

広域まちづくり課

分担処理
（公害規制分野）

河内長野市役所内

専門職員

広域福祉課

幹事市　富田林市

幹事市　河内長野市

33事務

7事務

※事務数は、権限移譲実施計画書（案）（平成22年3月策定）における
数です。
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千早赤阪村が移譲を受ける事務
村では、大阪発“地方分権改革”ビジョンに基づき、住民に身近なサービスは市町村で行うことをめざし、大阪府からの

権限移譲を進めています。移譲状況は次のとおりです。

○平成22年度移譲事務一覧

分野 事務の名称 事務処理 村担当課 事務開始年月

福祉 身体障がい者相談員・知的障がい者相談員への相談など業
務の委託 村単独処理 健康福祉課

福祉・子育てグループ 平成22年４月

○平成23年度移譲事務一覧

分野 事務の名称 事務処理 村担当課 事務開始年月

まちづくり・
土地利用
規制

１　岩石採取計画の認可など

３市２町１村共同処理
（広域まちづくり課）

※内部組織の共同設置

地域振興課
むらづくりグループ

平成24年１月

２　砂利採取時における採取計画の認可
３　（都市計画法に基づく）開発行為の許可など
４　宅地造成工事規制区域指定など
５　 宅地造成工事規制区域内における宅地造成工事の許可
など

６　終身建物賃借事業の認可など
７　マンション建替事業に係る認可、指導監督など
８　 個人施行者の施行する住宅街区整備事業に係る認可、
指導監督など

９　 施設住宅等の区分所有者相互の事項に係る管理規約の
認可

10　 住宅街区整備事業により取得した施設住宅の一部の譲
渡の届出の受理

11　 住宅街区整備事業の施行の準備又は施行のために他人
の土地で土地の試掘をする場合の許可

12　 住宅街区整備事業の施行地区内における建築行為など
の許可

13　 組合が行う住宅街区整備事業に係る認可、指導監督な
ど

14　 土地区画整理促進区域内及び住宅街区整備促進区域内
における建築行為等の許可など

15　 土地区画整理促進区域内等における土地の買い取り申
出

16　市街地再開発促進区域内における建築の許可など
17　 市街地再開発事業の準備のための立入・試掘等の許可
など

18　再開発事業計画の認定など
19　 区画整理会社の土地区画整理事業の認可、指導監督な
ど

20　個人の土地区画整理事業の認可、指導監督など
21　組合の土地区画整理事業の認可、指導監督など
22　農住組合の設立認可など
23　 防災街区整備事業施行区域内での建築行為等の許可な
ど

24　防災街区計画整備組合の設立の認可など
25　 防災街区整備事業の準備等のための立入・試掘等の許
可など

地域振興課
都市建設グループ

福祉

１－1　身体障がい者手帳の交付
１－2　精神障がい者保健福祉手帳の交付
２　指定障がい福祉サービス事業者の指定など
３　指定居宅サービス事業者の指定など
４　特別養護老人ホーム（29人以下）の設置の認可
５　老人デイサービスセンター等の設置の届出受理など
６　 有料老人ホーム設置届等各種届出の受理及び運営指導
など

７　社会福祉法人の設立認可など
８　 社会福祉事業（老人福祉センターを経営する事業）開始
の届出の受理など

３市２町１村共同処理
（広　域　福　祉　課）

※内部組織の共同設置

健康福祉課
福祉・子育てグループ

公害規制

１　 大気汚染防止法に係る規制事務、大阪府生活環境等の
保全等に関する条例に係る規制などの事務

２　ダイオキシン類対策特別措置法に係る規制事務など
３　 水質汚濁防止法に係る規制事務など、大阪府生活環境
の保全等に関する条例に係る規制などの事務

４　指定物質排出者への指導などに関する事務
５　 土壌汚染対策法事務、大阪府生活環境の保全等に関す
る条例に係る規制などの事務対策

６　 特定化学物質の環境への排出量の把握などおよび管理
の改善の促進に関する法律に基く届出の経由および意
見の添付、大阪府生活環境の保全等に関する条例によ
る化学物質管理制度に基づく届出など

７　 特定工場における公害防止組織の整備に関する法律に
係る届出受理事務など

専門職員を河内長野市に
配置し事務処理

※職員の共同設置

住民課
住民生活グループ

〈問い合わせ〉政策推進室
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人事行政の運営などの状況
人事行政運営における公平性、透明性を高めるため、「千早赤阪村人事行政の運営等の状況の公表に関す

る条例」に基づき、職員の任用、職員数、給与、勤務時間、その他の勤務条件などについて公表します。

１．職員の任免および職員数の状況

（1）採用・退職の状況

平成22年度 採用 ０人
退職 ５人

２．職員の給与の状況

（1）人件費の状況（22年度一般会計決算）

住民基本台帳人口 歳出額Ａ 実質収支 人件費Ｂ 人件費率 21年度の
（平成23年3月31日） （千円） （千円） （千円） （B/A） 人件費率

6,139人 3,007,892 133,926 691,179 23.0％ 22.5％

（2）定員の状況（各年４月１日現在）

（注）職員数は、特別職を除く全職員数（教育長を含む）であり、地
方公務員法の身分を保有する休職者、派遣職員を含み、任期
付・再任用短時間勤務職員、非常勤職員を除いています。

（注）区分のその他は、国民健康保険事業、介護保険事業、後期高齢
者医療事業です。

（注）平成23年４月１日付けの採用は５人です。

（注）人件費には、特別職、議員などに支給される給料、報酬などを含みます。

（2）職員給与費の状況（23年度一般会計予算）

職員数 給　　　　与　　　　費 １人当たり

A 給　料 職員手当 期末・あ 計　B 給与費

（人） （千円） （千円）
勤勉手当

（千円）
（B/A）

74 295,161 51,239 113,730 460,130 6,218
（千円） （千円）

（注）職員数は、４月１日現在の一般会計の一般職に属する職員（教育長を
除く）の数です。職員手当には、退職手当、児童手当を含みません。

（3）職員の平均給料月額、平均給与月額および平均年齢の状況（平成23年４月１日現在）

区　　分 平均給料月額 平均給与月額 平均年齢

一般行政職 312,348円 380,774円 44歳　６月
技能労務職 293,740円 353,507円 46歳　４月

（注）平均給与月額とは、給料月額と毎月支払われる扶養手当、地域手当、
住居手当、時間外勤務手当などの諸手当の額を合計したものです。

（注）一般行政職とは、全職種から税務職、保健職、企業職、技能労務職、
教育職を除いた職種です。

（注）村の給与条例に基づく行政職給料表（一）の級区分による職員数です。

部門 区　分
職員数（人） 対前年 主な増減理由

平成22年 平成23年 増減数

議　　会 2 2 0

総　　務 22 19 △ 03 組織の見直し
税　　務 6 5 △ 01 組織の見直し
民　　生 4 5 1 事務の見直し
衛　　生 6 8 2 組織の見直し
農林水産 3 3 0

商　　工 2 2 0

土　　木 5 6 1 事務の見直し
小　　計 50 50 0

教　　育 16 16 0

小　　計 16 16 0

水　　道 3 4 1 事務の見直し
下　水　道 3 3 0

そ　の　他 8 7 △ 01 組織の見直し
小　　計 14 14 0

総　合　計 80 80 0

（4）職員の初任給の状況（平成23年４月１日現在）

千　早　赤　阪　村 国
区　　分

初任給 採用２年経過 初任給 採用2年経過
後の給料月額 後の給料月額

一　般 大学卒 163,590円 176,510円 172,200円 185,800円
行政職 高校卒 133,095円 142,310円 140,100円 149,800円

（5）職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（平成23年4月1日現在）

区　　分 経験年数10年 経験年数15年 経験年数20年

一　般 大学卒 ― 284,620円 326,483円
行政職 高校卒 ― ― 300,485円

（6）一般行政職の級別職員数の状況（平成23年4月1日現在）

区分 1級 2級 3級 4級 5級 6級 計

標準的な 主事 主事
主査

係長 課長
課長職務内容 技師 技師 主査 課長代理

職員数 5人 4人 8人 20人 17人 3人 57人
構成比 8.8％ 7％ 14％ 35.1％ 29.8％ 5.3％ 100％

②地域手当（平成23年４月１日現在）

支　給　対　象　地　域 全地域
支　　　　　　　　給　　　　　　　　率 ３％
支 　 給 　 対 　 象 　 職 　 員 　 数 57人
国 の 指 定 基 準 に 基 づ く 支 給 率 ３％
支給対象職員平均支給月額（23年4月平均） 9,879円

（7）職員手当の状況
①期末手当、勤勉手当および退職手当（平成23年4月1日現在）

区　　分 千　早　赤　阪　村 国

（平成23年度支給割合）
期末手当 勤勉手当

期末手当 ６月期1.225月 0.675月
村と同じ

勤勉手当 12月期1.375月 0.675月
計 2.600月 1.350月

職務上の職階、職務の級などによる加算措置　有

区　　分 自己都合 勧奨・定年
勤続20年 23.50月分 30.55月分
勤続25年 33.50月分 41.34月分 村と同じ

退職手当 勤続35年 47.50月分 59.28月分
最高限度額 59.28月分 59.28月分

その他の加算措置 定年前早期退職特例措置
（２％～20％加算）

村と同じ

一
　
般
　
行
　
政

特
別

行
政

公
営
企
業

会
　
計
　
等
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6．職員の福祉および利益の保護の状況
（1）健康診断（平成22年度）

区　　分 受診者数 区　　分 受診者数

定期健康診断
91人 大腸がん検診 ８人

（臨時職員を含む） 乳がん検診 ４人
胃がん検診 11人 子宮がん検診 ２人

5．職員研修の状況（平成22年4月1日～平成23年3月31日）

（1）村職員研修

7．公平委員会での業務の状況（平成22年度）

業務の種類 件数

職員の勤務条件に関する措置の要求の状況 ０件
職員に対する不利益な処分の不服申立ての状況 ０件

（2）職員互助会などの状況（平成23年４月１日現在）

区　　　分 主な実施事業

株式会社 リラックス・コミュニケーションズ 福利厚生事業
千早赤阪村職員親睦会 ウォーキングイベント・給付事業

（3）大阪府市町村振興協会

（4）その他
研　　修　　名 参加人数

部落解放・人権夏期講座 ２人
技師職員研修 ２人

（2）南河内郡職員研修協議会
研　　修　　名 参加人数 研　　修　　名 参加人数

新任係長 １人 工事監理・検査 １人
クレーム対応 ６人 研修指導者養成 １人
政策課題 ６人 民法演習 １人
接遇指導者養成 １人 人権研修 71人

研　　修　　名 参加人数

法令（行政法・地方自治法） ５人

4．職員の分限及び懲戒処分の状況（平成22年度）

３．職員の勤務条件や服務の状況

（1）勤務時間など
◆勤務時間　午前９時から午後５時30分まで

１日当たり７時間45分勤務（休憩時間を除く。）
週38時間45分勤務

◆週 休 日　土曜日、日曜日
◆休　　日　国民の祝日に関する法律に規定する休日および年末

年始（12月29日から翌年の１月３日まで）
◆休憩時間　午後０時00分から０時45分まで
◆休息時間　平成23年４月１日より廃止
なお、勤務時間などは勤務場所により異なります。

（2）休暇制度など
◆年次有給休暇 １年につき20日間付与

平成22年の平均取得日数は8.7日
◆その他の休暇 病気休暇、特別休暇、介護休暇、育児休業な

どがあります。

（注）ラスパイレス指数とは、国家公務員の給与水準を100とした場合の
地方公務員の給与水準を示す指数として用いられるものです。

③扶養手当、住居手当および通勤手当（平成23年４月１日現在）

④特殊勤務手当（平成23年４月１日現在）

区分 内　　　容 千 早 赤 阪 村 国

配　　偶　　者 13,000円
6,500円

その他の扶養親族 （配偶者がいない１人目　　　　11,000円）
（配偶者が扶養対象外の１人目　06,500円）

16歳から22歳までの子（上記の額に加算） 5,000円
借家で家賃（12千円を超え

27,000円を限度として支給
る額）を支払っている者
交通機関利用者 55,000円まで全額支給

片道２㎞未満 2,000円
片道２㎞以上５㎞未満 2,000円
片道５㎞以上10㎞未満 4,100円

自動車など交通用具 片道10㎞以上15㎞未満 6,500円
利用者 片道15㎞以上20㎞未満 8,900円
（２㎞未満は、特に 片道20㎞以上25㎞未満 11,300円
承認した者のみ） 片道25㎞以上30㎞未満 13,700円

片道30㎞以上35㎞未満 16,100円
片道35㎞以上40㎞未満 18,500円
片道40㎞以上 20,900円

手　当　の　種　類 内　　　容

伝染病防疫作業従事手当 １日 1 ,0 0 0円
犬・猫死体処理作業従事手当 １件 1 ,0 0 0円

⑤時間外勤務手当（平成22年度一般会計決算）

支　　給　　総　　額 3 ,8 6 3千円
支給対象職員平均支給年額 9 9千円

（8）ラスパイレス指数の状況（各年４月１日現在）
20年度 21年度 22年度

ラスパイレス指数 95 94.5 94.8
前　年　比 △ 0.4 △ 0.5 0.3

（9）特別職の報酬などの状況（平成23年４月１日現在）

扶
養
手
当

住
居
手
当

通

勤

手

当

研　　修　　名 参加人数

各種ｅラーニング ３人
契約事務 １人
トップセミナー ８人
海外研修（フランス） １人

区　　　分 月額など

村　長 520,000円（650,000円）
給料 副村長 504,000円（630,000円）

教育長 468,000円（520,000円）
議　長 272,000円（340,000円）

報酬 副議長 256,000円（320,000円）
議　員 236,000円（295,000円）

村　長 ６月期 1.90月
副村長 12月期 2.05月
教育長 合計 3.95月

期末

手当
議　長 ６月期 1.90月
副議長 12月期 2.05月
議　員 合計 3.95月

（注１）給料及び報酬月額の（ ）は、減額する前の金額です。
（注２）村長、副村長及び教育長の給料月額は、村長及び副村長は20％、
（注　）教育長は10％削減した額です。
（注３）議長、副議長及び議員の報酬月額は、一律20％削減した額です。

村
と
同
じ

村
と
同
じ

一
部
異
な
る

処分の種類 処分者数 処分の種類 処分者数

分 限 処 分 ２人 懲 戒 処 分 ０人
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平
成
22
年
度
の
決
算
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

一
般
会
計
と
６
つ
の
特
別
会
計
を
合
わ
せ
た
決
算
総
額
は
、
歳
入
が
48
億
４
５
６
８
万
円
、

歳
出
が
46
億
３
８
５
６
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

歳
入
は
、
国
の
地
域
活
性
化
臨
時
交
付
金
や
小
・

中
学
校
の
耐
震
補
強
等
工
事
に
伴
う
国
庫
支
出
金
が

減
と
な
っ
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
前
年
度
に
比
べ
て

２
億
１
８
５
４
万
円
（
▲
６
・
５
％
）
減
の
31
億
６

０
２
７
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

歳
出
は
、
特
別
職
お
よ
び
一
般
職
職
員
の
給
料
カ

ッ
ト
や
耐
震
補
強
等
工
事
、
定
額
給
付
金
事
業
な
ど

の
減
に
よ
り
、
前
年
度
に
比
べ
て
２
億
５
４
４
５
万

円
（
▲
７
・
８
％
）
減
の
30
億
７
８
９
万
円
と
な
り

ま
し
た
。

結
果
、
差
引
額
は
１
億
５
２
３
８
万
円
の
黒
字
と

な
り
、
翌
年
度
へ
繰
り
越
す
べ
き
財
源
を
差
し
引
い

た
実
質
収
支
も
１
億
３
３
９
３
万
円
の
黒
字
と
な
り

ま
し
た
が
、
こ
れ
は
地
方
交
付
税
の
臨
時
的
措
置
な

ど
、
国
制
度
の
一
時
的
な
要
因
に
よ
る
も
の
が
大
き

く
、財
政
構
造
そ
の
も
の
に
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

中
学
校
耐
震
補
強
等
事
業
　
　
２
億
７
４
３
０
万
円

赤
阪
小
学
校
太
陽
光
発
電
設
置
事
業

３
７
１
７
万
円

一
般
会
計
の
決
算
状
況

平
成
22
年
度
の
主
な
事
業

財
　
産
　
の
　
状
　
況

基
金
（
貯
金
）
は
、
取
り
崩
し
を
し
な
か
っ
た
こ

と
と
余
剰
金
を
積
み
立
て
た
こ
と
に
よ
り
、
前
年
度

に
比
べ
て
２
億
８
４
５
７
万
円
増
の
６
億
８
３
０
０

万
円
と
な
り
ま
し
た
。

村
債
（
借
入
金
）
は
、
新
規
に
３
億
４
６
９
８
万

円
を
借
り
入
れ
た
の
に
対
し
、
元
金
を
３
億
５
３
０

８
万
円
償
還
し
ま
し
た
の
で
、
前
年
度
に
比
べ
て
６

０
９
万
円
減
の
31
億
１
７
０
９
万
円
と
な
り
ま
し

た
。

会 計 別 歳 入 歳 出 決 算 状 況

区　分
歳　入 歳　出 差引額

会計別

一般会計 31億6,027万円 30億789万円 1億5,238万円

事業勘定 7億7,538万円 7億5,279万円 2,259万円

施設勘定 1,397万円 1,384万円 13万円

老人保健 35万円 35万円 0万円

特別会計 介護保険 5億2,924万円 5億2,476万円 448万円

後期高齢者医療 7,015万円 6,990万円 25万円

下水道事業 2億1,018万円 2億1,018万円 0万円

金剛山観光事業 8,614万円 5,885万円 2,729万円

合　　計 48億4,568万円 46億3,856万円 2億712万円

国民健康
保　　険

歳入  

歳出  

31億6,027万円 

30億789万円 

自 
　主 
 財 
　 源 
　　　26.0％ 

 依 
 存 
 財 
 源 
74.0％　　　　 

村税 
58,901 
18.6％ 

地方交付税 
122,902 
38.9％ 

総務費 
71,797 
23.9％ 

民生費 
58,392 
19.4％ 

その他 
23,182 
7.3％ 

議会費 
6,425 
2.2％ 

国・府支出金 
62,719 
19.9％ 

災害復旧費 
1,233 
0.4％ 

その他 
13,625 
4.3％ 

土木費　16,664 
5.5％ 

衛生費　23,487　7.8％ 

農林水産業費　3,577　1.2％ 

消防費　12,361 
4.1％ 

商工費　2,785　0.9％ 

村債 
34,698 
11.0％ 

公債費 
40,674 
13.5％ 

教育費 
63,394 
21.1％ 

一般会計決算状況 （単位：万円）
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「
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法

律
」
に
基
づ
き
、
「
健
全
化
判
断
比
率
」
お
よ
び

「
資
金
不
足
比
率
」
を
公
表
し
ま
す
。

平
成
22
年
度
決
算
で
は
、
早
期
健
全
化
（
財
政
再

生
）
基
準
お
よ
び
経
営
健
全
化
基
準
を
超
え
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
実
質
公
債
費
比
率
に
つ

い
て
は
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
、
村
債
の
発
行
に
府

知
事
の
許
可
が
必
要
と
な
る
基
準
18
％
を
超
え
る
結

果
と
な
り
ま
し
た
。
詳
し
く
は
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
い
ま
す
。

財
　
政
　
指
　
標

■健全化判断比率

■資金不足比率

早期健全 財政再生
千早赤阪村

化 基 準 基　　準

実質赤字比率 － 15％ 20％

連結実質赤字比率 － 20％ 35％

実質公債費比率 18.6％ 25％ 35％

将来負担比率 123.9％ 350％ －

千早赤阪村 経営健全化基準
水道事業会計 －

下水道事業特別会計 － 20％

金剛山観光事業特別会計 －

※比率が算定されないところは、「－（該当なし）」で表示しています。

介　護　保　険

＝ 特別会計の決算状況 ＝＝ 水道事業会計決算状況 ＝
１．収益的収支（消費税抜き）
収益は、1億3,780万円（対前年度比0.03％
増）でした。主なものは水道料金などで1

億2,989万円となっています。
費用は、1億2,656万円（対前年度比2.6％増）

でした。主な内訳は、原水および浄水費で
2,210万円（対前年度比13.0％増）、配水およ
び給水費で1,331万円（対前年度比6.2％増）、
総係費で2,901万円（対前年度比1.9％増）です。
この結果、本年度は1,124万円の純利益

が生じ、未処分利益剰余金として翌年度に
繰り越しました。

２．資本的収支（消費税込）
主な事業は、水道事業基本計画の策定委

託料、老朽管更新工事や企業債の償還など
です。
収支差引での不足額4,936万円は、過年

度分損益勘定留保資金などで補てんしまし
た。

３．企業債年度末残高

４．業務状況

５．水源依存率（上水道）

金剛山観光事業

国民健康保険

老　人　保　健

後期高齢者医療

下 水 道 事 業

水　道　事　業　収　益 1億3 ,780万円
水　道　事　業　費　用 1億2 ,656万円
平成 22年度純利益 1 ,124万円

収　　　　　　　　入 715万円
支　　　　　　　　出 5 ,651万円
収 支 差 引 不 足 額 4 ,936万円

給　　水　　人　　口 6 ,135人
給　　水　　戸　　数 2 ,422戸
年　間　総　配　水　量 805 ,662k
年 間 総 有 収 水 量 681 ,032k

平成23年３月末現在 5億1 ,303万円

水源依存率 
自己水  591,070K 
（構成比 78.7％） 

大阪府広域水道企業団水 
156,870K（構成比 20.89％） 

富田林市水　3,078K（構成比 0.41％） 

被保険者数 1,934人

居宅サービス給付費

1億8,272万円

施設サービス給付費

2億3,492万円

地域密着型サービス給付費

1,914万円

居宅サービス計画給付費

1,985万円

住宅改修費 348万円

福祉用具購入費 91万円

特定入所者サービス費 2,221万円

高額サービス費 1,113万円

給付費合計 4億9,436万円

介護予防事業費 94万円

包括的支援・任意事業費 549万円

地域支援事業費合計 643万円

加入世帯数 1,072世帯

被保険者数 1,988人

保険料 1億4,770万円

（１人当たり保険料　74,296円）

医療費 6億2,665万円

（１人当たり医療費 315,216円）

診療所受診者数 5,933人

村債（借入金）残高

7,711万円

医療費 22万円

被保険者数 885人
保険料 5,081万円
（１人当たり保険料　57,409円）

水分・小吹地区の一部で、汚水
管渠布設工事などを実施し、1.21
©の面整備事業を行いました。
下水道普及率 71.7％
村債（借入金）残高

13億4,454万円

金剛山ロープウェイ整備工事
（曳索平衡索切詰工事など）を
行いました。

¡金剛山ロープウェイ
運転回数 7,430回
輸送人数 12万3,529人

¡香楠荘
定員 53人
宿泊者数 7,262人
村債（借入金）残高

3,900万円
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高
額
医
療
・
高
額
介
護
合
算
療
養
費
制
度

は
、
医
療
保
険
と
介
護
保
険
の
両
方
の
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る
世
帯
の
自
己
負
担
を

軽
減
す
る
制
度
で
す
。

世
帯
で
１
年
間
に
支
払
っ
た
医
療
費
と
介

護
サ
ー
ビ
ス
費
の

自
己
負
担
額
の
合

計
が
、
自
己
負
担

限
度
額
を
超
え
た

と
き
は
、
そ
れ
ぞ

れ
か
ら
払
い
戻
さ

れ
ま
す
。

な
お
、
食
事
代
や
居
住
費
な
ど
保
険
適
用

外
の
も
の
は
合
算
の
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

○
支
給
申
請
の
方
法

村
国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
や
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
に
加
入
し
て
い
る
人
が
、
支
給

対
象
に
な
っ
た
と
き
は
、
平
成
24
年
１
月
頃

に
支
給
申
請
の
お
知
ら
せ
を
送
付
す
る
予
定

で
す
。

今
回
の
支
給
対
象
期
間
は
平
成
22
年
８
月

か
ら
平
成
23
年
７
月
ま
で
の
１
年
間
で
す
。

お
知
ら
せ
が
届
き
ま
し
た
ら
申
請
方
法
な
ど

が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
内
容
を
確
認

の
上
、
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

○
申
請
に
あ
た
っ
て
の
注
意
事
項

¡
加
入
し
て
い
る
医
療
保
険
が
、
国
保
や
後

期
高
齢
者
医
療
以
外
の
場
合
、
申
請
方
法

な
ど
、
詳
し
く
は
加
入
し
て
い
る
医
療
保

険
者
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

¡
村
介
護
保
険
の
自
己
負
担
額
証
明
書
が
必

要
な
場
合
は
、
健
康
福
祉
課
福
祉
・
子
育

て
グ
ル
ー
プ
の
窓
口
へ
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。

¡
合
算
療
養
費
は
、
加
入
し
て
い
る
医
療
保

険
の
世
帯
単
位
で
計
算
し
ま
す
の
で
、
同

一
世
帯
で
あ
っ
て
も
加
入
し
て
い
る
医
療

保
険
が
異
な
る
場
合
は
、
別
世
帯
扱
い
と

な
り
ま
す
。

¡
医
療
費
と
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
い
ず
れ
か

が
「
０
円
」
の
と
き
や
支
給
額
が
５
０
０

円
以
下
の
場
合
は
、
支
給
の
対
象
に
な
り

ま
せ
ん
。

¡
自
己
負
担
し
た
比
率
に
応
じ
て
医
療
保
険

分
、
介
護
保
険
分
そ
れ
ぞ
れ
で
あ
ん
分
し

て
支
給
し
ま
す
。

¡
平
成
22
年
８
月
か
ら
平
成
23
年
７
月
末
ま

で
の
間
に
、
市
町
村
を
越
え
る
転
居
を
し

た
人
や
加
入
し
て
い
る
医
療
保
険
に
変
更

が
あ
っ
た
人
に
は
、
支
給
申
請
の
お
知
ら

せ
を
送
付
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

高
額
療
養
費
制
度
と
は
、
医
療
機
関
の
窓

口
で
支
払
っ
た
額
が
月
単
位
で
自
己
負
担
限

度
額
を
超
え
た
場
合
に
、
そ
の
超
え
た
金
額

を
支
給
す
る
制
度
で
す
（
入
院
時
の
食
事
代

や
ベ
ッ
ド
代
な
ど
は
含
み
ま
せ
ん
）。

○
村
国
民
健
康
保
険
の
場
合

高
額
療
養
費
支
給
の
対
象
に
な
っ
た
と
き

は
、
そ
の
都
度
、
世
帯
主
へ
申
請
の
お
知
ら

せ
を
送
付
し
ま
す
。

○
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
場
合

高
額
療
養
費
支
給
の
対
象
と
な
っ
た
と
き

は
、
大
阪
府
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
か

ら
、
申
請
の
お
知
ら
せ
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

一
度
、
高
額
療
養
費
の
振
込
口
座
と
し
て
登

録
す
る
と
、
そ
れ
以
降
対
象
に
な
っ
た
と
き

は
、
自
動
的
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

○
入
院
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
き

入
院
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
き
は
、
事
前

に
所
得
区
分
に
応
じ
た
「
限
度
額
適
用
認
定

証
」
ま
た
は
「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額

減
額
認
定
証
」
の
交
付
を
受
け

る
こ
と
で
、
医
療
機
関
の
窓
口

で
の
支
払
い
を
自
己
負
担
限
度

額
ま
で
に
と
ど
め
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
限
度
額
や
手
続
き
方

法
な
ど
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
加
入
し
て
い
る
医
療
保
険
が
、
国
保
や
後

期
高
齢
者
医
療
以
外
の
場
合
、
申
請
方
法

な
ど
、
詳
し
く
は
加
入
し
て
い
る
医
療
保

険
者
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
制
度
と
は
、
同
じ

月
に
利
用
し
た
サ
ー
ビ
ス
の
、
１
割
の
利
用

者
負
担
の
合
計
額
（
同
じ
世
帯
に
複
数
の
利

用
者
が
い
る
場
合
に
は
、
世
帯
合
計
）
が
、

一
定
の
限
度
額
を
超
え
た
場
合
に
、
そ
の
超

え
た
金
額
を
支
給
す
る
制
度
で
す
（
居
住

費
・
食
費
・
日
常
生
活
費
な
ど
は
含
み
ま
せ

ん
）。高

額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
支
給
の
対
象
と
な

っ
た
と
き
は
、
対
象
者
へ
申
請
の
お
知
ら
せ

を
送
付
し
ま
す
。
一
度
、
高
額
介
護
サ
ー
ビ

ス
費
の
振
込
口
座
と
し
て

登
録
す
る
と
、
そ
れ
以
降

対
象
に
な
っ
た
と
き
は
、

自
動
的
に
支
給
さ
れ
ま
す

〈
問
い
合
わ
せ
〉

¡
住
民
課
保
険
年
金
グ
ル
ー
プ

¡
健
康
福
祉
課
福
祉
・
子
育
て
グ
ル
ー
プ

¡
大
阪
府
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

給
付
課
（
後
期
高
齢
者
医
療
）

1
06（
４
７
９
０
）２
０
３
１

〜
医
療
と
介
護
の
両
方
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る
世
帯
の
負
担
を
軽
減
〜

高
額
医
療
・
高
額
介
護
合
算
療
養
費
制
度
の
お
知
ら
せ

〜
医
療
と
介
護
の
両
方
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る
世
帯
の
負
担
を
軽
減
〜

高
額
医
療
・
高
額
介
護
合
算
療
養
費
制
度
の
お
知
ら
せ

健
康
保
険
の
高
額
療
養
費
制
度
に
つ
い
て

高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
制
度
に
つ
い
て

。
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わがやのホープ わがやのホープ わがやのホープ わがやのホープ 

わが
やのホープわが
やのホープ

小吹 池 西　 友 美 さん
＜19歳　みずがめ座＞

TomomiIkenishi

近況は・・・

武庫川女子大学文学部英語文化学科で英語と
ドイツ語を勉強しています。
趣味は・・・

友達と買い物に行ったり、おいしいものを探
して食べに行くことです。
夢は・・・

いろんな国に旅行することです。
最近、楽しいと思ったことは・・・

大学の学園祭で友達と模擬店を出し、大変で
したが、たくさんの人に来てもらえて楽しい思
い出ができました。
思い出のアルバムから・・・

千早赤阪村について・・・

駅まで遠いのが不便ですが、静かでいい所だ
と思います。
２月号は・・・

中学校の同級生の、土屋勝聖くんです。
土屋くんへメッセージを・・・

成人式でみんなに会えるのを楽しみにしてい
ます。

東阪　もりもと　たいが くん
（ 森　本　　　大　雅　）

平成22年12月４日生まれ
健康で心の優しい子に育ってね。

父・成則さん、母・忍さん

小吹台　きむら　しゅい ちゃん
（ 木　村　　　朱　結　）

平成23年１月26日生まれ

小小小 きむら　るい くん
（ 木　村　 琉　　）

平成18年８月24日生まれ

小小小 きむら　あおい くん
（ 木　村　 碧　　）

平成16年９月20日生まれ
いつまでも元気な仲良し３兄妹でいて下さい。

父・和義さん、母・智子さん

２歳のときの写
真です。この頃の
写真は全部同じポ
ーズをしています。
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受章（賞）おめでとうございます

むらの話題 あ　れ　こ　れ

●秋の叙勲・褒章●

11月３日付けで秋の叙勲・褒章が発令されました。
叙勲には、多年の教育功労により、元公立小学校長で、村の教育長も務められた大西清和さんが「瑞光双光章」を、
そして危険業務従事者叙勲には、多年の消防業務に精励された功労により、元消防監の矢田幸男さんが「瑞光双光
章」を受章されました。
また褒章では、多年の選挙関係事務の功績により明るい選挙推進協議会会長の清原å雄さんが「藍綬褒章」を受

章されました。

▲大西清和さん

▲清原å雄さん

▲矢田幸男さん

●総務大臣表彰●

10月28日、東京都「笹川記念会館国際ホール」にて、
公平委員会制度60周年記念総務大臣表彰式が開催され、
千早赤阪村公平委員会委員
長の東條謙三さんが、「総務
大臣表彰」を受賞されまし
た。
東條さんは、10年以上の
永きにわたり、公平委員と
してご尽力されています。

●全日本交通安全協会交通栄誉賞●

９月24日、富田林市民会館で交通安全大会が開催さ
れ、多年にわたり積極的な交通安全活動を推進され地
域の安全に貢献された功績に対し、全日本交通安全協
会会長より岡本善三さんが、交通栄誉賞「緑十字銅章」
を受賞されました。
また、大阪府警察本部長、大阪府交通安全協会会長、
連盟表彰の優良学
校の部で村立中学
校が受賞しました。

●大阪府農業委員永年在任者表彰●

10月28日、大阪国際交流センターで平成23年度大阪
府農業委員大会が開催され、村農業委員会委員の木ノ
本雅伸さんが、10年の永年在任者表彰を受賞されました。
木ノ本さんは、平成11年から12年間にわたり農業委員
としてご活躍され、現
在に至ります。
村農業委員会活動では、
農地パトロールや地域
の担い手の育成および
確保また農業者の地位
安定、生産力の向上に
尽力され、今後さらな
る活動が期待されます。



11

むらの話題 あ　れ　こ　れ

記録に挑戦

10月９日、千早赤阪村民スポーツフェスタが海洋センターおよび村民運動場で行われました。当日は天候にも恵
まれ参加者たちは、体力テスト・ニュースポーツ体験・記録競技を楽しみました。
記録競技（個人記録第１位）

¡50ｍ走
一般男子　　尾谷　訓史　７秒29 北浦　宏紀　７秒29

一般女子　　北戸　弘美　９秒51

小学生男子　峯上　颯太　８秒91 小学生女子　山中　春乃　８秒27

¡遠投

一般男子　　北浦　幸治　38ｍ
一般女子　　継岩　淳子　18ｍ　　尾谷　祐理子18ｍ
小学生男子　峯上　颯太　41ｍ　　小学生女子　日谷　美月　31ｍ
遠投使用球は、小学生はソフトボール・一般はハンドボール

（団体競技）

¡アジャタ

第１位　ソフトボール連盟チーム（１分28秒98）
第２位　テニス連盟チーム　　　（２分00秒31）
第３位　千早赤阪サンダース　スペシャルＡチーム（２分15秒64）

子どもたちの熱い思いを感じてください

11月１日、千早赤阪村立中学校において文化発表会が行われました。
10月の初めから練習をしていた生徒たちの歌声や、演奏に、応援にきたこごせ幼稚園の年長組、赤阪小学校、千

早小吹台小学校の６年生も熱い思いを感じ、みんなで音楽を一緒に楽しみました。

●千早赤阪村立中学校文化発表会●

秋風にふかれて

11月５日、村スポーツ推進委員協議会主催のとのみね高原ウォ
ークが開催され32人の参加がありました、90haの広大な黄金色に
染まったススキの群生地を雨の中ゆっくりと時間をかけて散策し
ました。

●とのみね高原ウォーク●

●千早赤阪村民スポーツフェスタ●
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幼児から高齢者まで多くの鑑賞者で賑わいました

むらの話題 あ　れ　こ　れ

がんばりました

９月19日、海洋センター体育館でＢ&Ｇ会長杯空手
道大会第29回千早赤阪村選手権大会（村空手道クラブ
主催）が開催されました。近畿地方から約400人が参
加し熱戦が繰り広げられました。
村選手の結果はつぎのとおりです。
一般形有段男子の部

準優勝　仙波　弘次
小学生形１～３級女子の部

第３位　瀬戸　絢加
小学校６年生組手男子の部

準優勝　阪上　風暉

●第29回千早赤阪村空手道大会●
11月12日、長居陸上競技場で開催された大阪中学校

駅伝大会において村立中学校陸上部が見事５位入賞を
果たし、12月４日（日）に京都府で開催される近畿大会
に８年ぶりに出場することになりました。

●駅伝近畿大会出場決定！●

10月22日、第29回テニス秋季大会が村立テニスコー
トにおいて開催されました。
大会は、３チームに分かれてのチーム戦を行い、

畑・永山・井出チームが４戦全勝で優勝しました。

●テニス秋季大会●

●ふれあい展・コンサート●

10月22、23日、ふれあい展・コンサートがくすのきホールで行われました。展示には、23団体と16人の作品が展
示され、コンサートには、９団体の出演がありました。幼児から高齢者まで約520人の鑑賞者で賑わいました。

●秋季軟式野球大会結果●

10月30日・11月６日秋季軟式野球大会が村民運動場
で行われました。大会には７チームが参加し、熱戦が
繰り広げられました。結果は次のとおりです。
優　勝 ブルームーン
準優勝 アクセス
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児童虐待防止推進月間
街頭キャンペーン

11月12日、棚田夢灯り2011会場で、児童虐待問題について理解
を深め主体的な関わりを持てるように意識啓発を図ろうと、児童
虐待防止推進月間街頭キャンペーンを行いました。この日は村要
保護児童対策地域協議会の構成員の人たちが、啓発物品を配布し、
児童虐待発見時の連絡先や児童虐待の防止を呼びかけました。

むらの話題 あ　れ　こ　れ

棚田夢灯り2011

三千本の灯ろうに浮かび上がった棚田の魅力を満喫！
11月12日、秋の棚田イベント「棚田夢灯り

2011」が開催されました。
好天に恵まれ、3,000本の灯ろうで浮かび上

がる棚田に村内外より3,500人を超える多くの
来場者が訪れました。
村立中学校吹奏楽部の素晴らしい演奏のオ

ープニングに続き、中津神社に伝わる伝統芸
能の獅子舞が棚田を背に披露され多くの来場
者を魅了しました。
模擬店会場では、観光協会を中心に12団体

の出店があり、飲食や物産販売でにぎわいま
した。
今回は開催資金の募金活動がされました。

募金額は53,608円で、棚田夢灯り事業に有効
に活用されます。

“げんき”に子育て

４月１日に開設したげんき保育園内にある「地域子育て支援
センターai げんき」では、様々な子育て支援活動を行ってい
ます。中でも“英語あそび”は大人気で子どもたちはネイティ
ブの先生と一緒にたのしく英語を学びながら遊んでいます。

●地域子育て支援センターでは子育て家庭を応援します！●



65
歳
以
上
で
、
次
の
条
件
に
該
当

す
る
人
に
、「
老
人
医
療
（
一
部
負

担
金
相
当
額
等
一
部
助
成
）医
療
証
」

を
交
付
し
、
医
療
費
の
一
部
助
成
を

行
っ
て
い
ま
す
。

q
身
体
お
よ
び
知
的
障
が
い
者
医
療

費
助
成
対
象
の
人

w
特
定
疾
患
治
療
研
究
事
業
に
該
当

す
る
難
病
に
か
か
っ
て
い
る
人

e
精
神
の
通
院
治
療
ま
た
は
結
核
の

治
療
を
受
け
て
い
る
人

r
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
助
成
対
象

の
人

申
請
に
必
要
な
も
の
な
ど
は
、
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

助
成
内
容

保
険
診
療
に
か
か
る
自
己
負
担
額

か
ら
「
一
部
自
己
負
担
額
（
１
医
療

機
関
あ
た
り
入
通
院
と
も
１
日
に
つ

き
５
０
０
円
を
限
度
に
月
２
回
ま

で
）」
を
除
い
た
額

〈
問
い
合
わ
せ
〉

住
民
課
保
険
年
金
グ
ル
ー
プ

中
学
校
１
年
生
か
ら
３
年
生
ま
で

の
子
ど
も
の
入
院
医
療
費
お
よ
び
食

事
療
養
費
を
平
成
23
年
４
月
診
療
分

か
ら
助
成
し
て
い
ま
す
。

助
成
を
受
け
る
に
は
、
い
っ
た
ん

医
療
機
関
で
入
院
費
を
支
払
っ
た
あ

と
、
下
記
の
も
の
を
持
参
の
上
、
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

助
成
内
容

保
険
診
療
に
か
か
る
自
己
負
担
額

か
ら
「
一
部
自
己
負
担
額
（
１
カ
月

に
医
療
機
関
ご
と
に
１
日
に
つ
き
５

０
０
円
。
た
だ
し
月
２
回
限
度
）」

を
除
い
た
額
お
よ
び
食
事
療
養
費

持
参
す
る
も
の

¡
健
康
保
険
証

¡
印
鑑

¡
領
収
書
（
受
診
者
名
、
診
療
年
月

日
、
保
険
診
療
点
数
、
食
事
療
養

費
、
医
療
機
関
名
、
領
収
金
額
、

領
収
印
な
ど
の
内
容
が
満
た
さ
れ

た
も
の
）

¡
預
金
通
帳
な
ど
振
込
先
の
わ
か
る

も
の

〈
問
い
合
わ
せ
〉

住
民
課
保
険
年
金
グ
ル
ー
プ

国
民
年
金
保
険
料
は
社
会
保
険
料

控
除
の
対
象
と
さ
れ
、
年
末
調
整
や

確
定
申
告
の
際
に
１
年
間
（
１
月
１

日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
）
の
納
付
額

を
申
告
す
る
こ
と
で
、
税
の
控
除
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

国
民
年
金
保
険
料
の
社
会
保
険
料

控
除
を
受
け
る
た
め
に
は
、
納
め
た

こ
と
を
証
明
す
る
「
社
会
保
険
料

（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」

を
申
告
書
に
添
付
す
る
事
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

平
成
23
年
１
月
１
日
か
ら
９
月
30

日
ま
で
に
国
民
年
金
保
険
料
を
納
め

た
人
に
は
「
社
会
保
険
料
（
国
民
年

金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」
が
11
月

上
旬
に
日
本
年
金
機
構
本
部
か
ら
送

付
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
10
月
１
日
か
ら
12
月
31
日

ま
で
に
今
年
は
じ
め
て
国
民
年
金
保

険
料
を
納
め
た
人
に
は
、
来
年
２
月

上
旬
に
送
付
さ
れ
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険

料
）控
除
証
明
書
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
」

1
０
５
７
０（
０
７
０
）１
１
７

※
Ｉ
Ｐ
電
話
か
ら
は
03（
６
７
０
０
）

１
１
３
０

受
付

¡
平
成
24
年
３
月
15
日
ま
で

¡
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
は
、
午
前
８

時
30
分
か
ら
午
後
５
時
15
分
ま

で
。
た
だ
し
、
月
曜
日
（
月
曜
日

が
休
日
の
場
合
は
火
曜
日
）
は
午

後
７
時
ま
で
。

¡
祝
日
、
12
月
29
日
か
ら
１
月
３
日

は
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
せ
ん
。

村
で
は
、
子
育
て
支
援
事
業
の
一

環
で
村
内
在
住
の
小
学
生
以
下
の
児

童
の
い
る
家
庭
に
「
村
営
金
剛
山
ロ

ー
プ
ウ
ェ
イ
」
の
往
復
乗
車
券
引
換

券
を
支
給
し
ま
し
た
。

冬
の
金
剛
山
は
、
雪
が
た
く
さ
ん

積
り
金
剛
山
駅
付
近
の
「
ち
は
や
園

地
」
で
は
雪
遊
び
や
そ
り
な
ど
で
遊

ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

利
用
に
つ
い
て
は
、
各
家
庭
に
送

付
し
た
案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

健
康
福
祉
課
福
祉
・
子
育
て
グ
ル

ー
プ平

成
24
年
４
月
１
日
か
ら
の
保
育

所
入
所
を
希
望
す
る
人
の
申
し
込
み

14

65
歳
以
上
の
人
の
医
療
費

の
助
成
に
つ
い
て

中
学
校
１
年
生
か
ら
３
年
生
の

入
院
医
療
費
の
助
成

国
民
年
金
保
険
料
の

社
会
保
険
料
控
除
証
明
書

冬
山
シ
ー
ズ
ン
到
来
！

引
換
券
を
利
用
さ
れ
ま
し

た
か
？

医
　
　
療

福
　
　
祉

年
　
　
金

公共施設のごあんない

千早赤阪村役場 ……1&20081

小吹台連絡所 ………1&27600

くすのきホール

¡教育委員会事務局…1&21300

村立郷土資料館 ……1&21588

B&G海洋センター…1&27183

学校給食センター …1&21112

いきいきサロン

¡やまゆり …………1&27005

¡くすのき …………1&21705

保健センター

¡健康福祉課 ………1&20069

¡村国保診療所 ……1&20038

¡村社会福祉協議会…1&20294

金剛山ロープウェイ

¡千早駅 ……………1&40128

村営宿泊施設

¡香楠荘 ……………1&40321

富田林市消防署

千早赤阪分署 ………1&21755

※各施設の休館日については
お問い合わせください。

保
育
所
入
所
受
付



を
次
の
と
お
り
受
け
付
け
し
ま
す

（
現
在
、
げ
ん
き
保
育
園
に
入
所
し

て
い
る
人
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
）。

申
込
用
紙
は
健
康
福
祉
課
福
祉
・

子
育
て
グ
ル
ー
プ
ま
た
は
小
吹
台
連

絡
所
、
げ
ん
き
保
育
園
で
配
付
し
て

い
ま
す
。

受
付
期
間

12
月
１
日（
木
）〜
20
日

（
火
）

受
付
場
所

健
康
福
祉
課
（
保
健
セ

ン
タ
ー
内
）

対
象

平
成
24
年
４
月
１
日
現
在
、

生
後
２
カ
月
以
上
で
満
６
歳
未
満
の

児
童

入
所
条
件

保
護
者
の
い
ず
れ
も
が

次
の
よ
う
な
状
態
に
あ
る
場
合
で
、

同
居
の
親
族
や
そ
の
他
の
人
が
保
育

で
き
る
場
合
は
除
き
ま
す
。

q
家
庭
外
で
仕
事
を
し
て
い
る
。

w
家
庭
内
で
児
童
と
離
れ
て
日
常
の

家
事
以
外
の
仕
事
を
し
て
い
る
。

e
妊
娠
中
で
あ
る
か
、
ま
た
は
出
産

後
間
が
な
い
。

r
病
気
や
ケ
ガ
、
ま
た
は
心
身
に
障

害
が
あ
る
。

t
家
庭
に
長
期
に
わ
た
る
病
人
や
心

身
に
障
害
の
あ
る
人
が
い
る
た
め
、

常
時
介
護
を
し
て
い
る
。

y
震
災
、
風
水
害
、
火
災
な
ど
の
災

害
に
よ
る
復
旧
に
あ
た
っ
て
い
る
。

た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
条
件
に
該
当

す
る
人
で
も
、
家
庭
内
で
保
育
が

で
き
な
い
程
度
が
高
い
人
か
ら
承

諾
し
ま
す
。
ま
た
、
定
員
に
余
裕

が
な
い
場
合
は
入
所
で
き
な
い
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

結
果
通
知

保
護
者
に
平
成
24
年
３

月
下
旬
ま
で
に
通
知
し
ま
す
。

保
育
料

申
し
込
み
児
童
の
属
す
る

世
帯
の
所
得
税
額
・
村
民
税
額
な
ど

に
よ
り
、
村
保
育
所
徴
収
金
（
保
育

料
）
基
準
額
表
に
基
づ
き
算
定
し
ま

す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

¡
健
康
福
祉
課
福
祉
・
子
育
て
グ
ル

ー
プ

¡
げ
ん
き
保
育
園
1
&2
７
８
６
８

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、

村
内
で
子
育
て
を
す
る
人
た
ち
を

様
々
な
取
り
組
み
で
応
援
す
る
施
設

で
す
。

〈
12
月
の
予
定
〉

◎
お
話
の
会

大
型
絵
本
や
紙
芝
居
の
読
み
聞

か
せ
を
し
ま
す
。

日
時

２
日（
金
）
午
前
10
時
〜

場
所

小
吹
台
い
き
い
き
サ
ロ
ン

や
ま
ゆ
り
前
広
場

日
時

16
日（
金
）
午
前
10
時
〜

場
所

く
す
の
き
ホ
ー
ル
横
楠
公

誕
生
地
前

◎
英
語
あ
そ
び
★

ネ
イ
テ
ィ
ブ
の
先
生
と
い
っ
し

ょ
に
英
語
あ
そ
び
を
し
ま
す
。

日
時

７
日（
水
）
午
前
９
時
30

分
〜

◎
お
外
で
あ
そ
ぼ

広
場
で
手
遊
び
な
ど
を
し
ま
す
。

日
時

13
日（
火
）
午
前
10
時
〜

場
所

小
吹
台
第
１
ち
び
っ
こ
広

場
◎
お
出
か
け
★

小
吹
台
内
を
お
散
歩
し
ま
す
。

日
時

14
日（
水
）
午
前
10
時
30

分
〜

◎
制
作
★

ビ
ニ
ー
ル
を
使
っ
て
凧
を
つ
く

り
ま
す
。

日
時

20
日（
火
）・
22
日（
木
）

午
前
10
時
〜

費
用

材
料
費
50
円
程
度

◎
運
動
あ
そ
び
★

体
育
の
先
生
と
運
動
遊
び
を
し

ま
す
。

日
時

21
日（
水
）
午
前
９
時
30

分
〜

◎
子
育
て
支
援
相
談
★

子
育
て
支
援
員
に
よ
る
相
談
で

す
。

日
時

21
日（
水
）
午
前
10
時
〜

◎
げ
ん
き
広
場

自
由
に
親
子
で
遊
び
な
が
ら
、

お
友
達
と
交
流
し
ま
し
ょ
う
。（
自

由
来
園
）

日
時

毎
週
月
〜
金
曜
日

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

◎
園
庭
開
放

園
庭
で
自
由
に
遊
び
ま
し
ょ
う
。

日
時

毎
週
金
曜
日

午
前
９
時
〜
正
午

※
★
マ
ー
ク
は
、
事
前
に
電
話
予
約

が
必
要
で
す
。

※
催
し
で
費
用
の
記
載
の
な
い
も
の

は
無
料
で
す
。
ま
た
、
場
所
の
記
載

の
な
い
も
の
は
、
地
域
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
ai

げ
ん
き
で
行
い
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
ai
●

げ
ん
き

（
げ
ん
き
保
育
園
内
）1
&2
７
８
６
８

厚
生
労
働
省
職
員
な
ど
を
装
っ
た

還
付
金
詐
欺
の
事
件
が
全
国
で
多
発

し
て
い
ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
関
す
る

不
審
な
電
話
・
訪
問
な
ど
が
あ
っ
た

時
は
、
す
ぐ
に
指
示
に
従
わ
ず
、
大

阪
府
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
や

役
場
窓
口
に
問
い
合
わ
せ
し
て
く
だ

さ
い
。
万
一
、
被
害
に
あ
わ
れ
た
場

合
は
、
す
み
や
か
に
警
察
署
に
届
け

て
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

¡
住
民
課
保
険
年
金
グ
ル
ー
プ

¡
大
阪
府
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
1
06（
４
７
９
０
）２
０
２
８

12
月
分
の
下
記
の
保
険
料
の
口
座

振
替
日
お
よ
び
納
期
限
に
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

15

日
時

12
月
20
日（
火
）
午
後
１
時
〜
４
時
　
場
所

保
健
セ
ン
タ
ー

申
し
込
み
は
近
畿
税
理
士
会
富
田
林
支
部
事
務
局
1
@5
６
２
５
０
ま
で
〈
問
い
合
わ
せ
〉
総
務
課
税
務
グ
ル
ー
プ

税
務
相
談
の
お
知
ら
せ

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

の
催
し

保
　
　
険

〈
問
い
合
わ
せ
〉

¡
住
民
課
保
険
年
金
グ
ル
ー
プ

¡
健
康
福
祉
課
福
祉
・
子
育
て
グ
ル

ー
プ

本
年
度
に
募
集
し
た
第
31
回
人
権

啓
発
標
語
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
入

選
作
品
展
を
開
催
し
ま
す
。

期
間

12
月
２
日（
金
）〜
11
日（
日
）

場
所

く
す
の
き
ホ
ー
ル
ギ
ャ
ラ
リ

ー

〈
問
い
合
わ
せ
〉

住
民
課
住
民
生
活
グ
ル
ー
プ

振
り
込
め
詐
欺
な
ど
に

ご
注
意
を

12
月
分
の
国
民
健
康
保
険
・
介

護
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
料
に
つ
い
て

※各保険料の口座振替は、毎月25日です。ただし振替日
が取扱金融機関の休日の場合は、前営業日です。

12 月　分
国 民 健 康

介護保険料
後期高齢者

保　険　料 医療保険料

期　　　別 第９期 第９期 第６期

口座振替日 平成23年12月22日（木）

納　期　限 平成24年１月４日（水）

人
権
啓
発
標
語
・
ポ
ス
タ
ー

コ
ン
ク
ー
ル
入
選
作
品
展

人
　
　
権



　
タ
オ
ル
な
ど
で

お
お
っ
て
ビ
ニ
ー
ル

袋
を
か
ぶ
せ
る 

　
専
用
の
防
寒

保
護
材
な
ど 

16

冬
に
な
っ
て
気
温
が
氷
点
下
に
な

る
と
、
給
水
管
や
蛇
口
が
凍
っ
て
水

が
出
な
く
な
っ
た
り
、
破
裂
し
た
り

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
次
の
よ
う

な
点
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

q
凍
結
し
や
す
い
と
こ
ろ
は

●
北
向
き
の
と
こ
ろ

●
風
あ
た
り
の
強
い
と
こ
ろ

●
屋
外
に
あ
る
水
栓
器
具

w
凍
結
を
防
ぐ
に
は

●
給
水
管
や
蛇
口
に
は
、
保
護
材
な

ど
を
使
用
し
て
給
水
管
や
蛇
口
を

保
護
し
て
く
だ
さ
い
。

e
凍
結
し
て
水
が
出
な
い
と
き
は

●
蛇
口
を
開
け
、
凍
っ
た
部
分
に
タ

オ
ル
か
布
を
か
ぶ
せ
、「
ぬ
る
ま

湯
」
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。
熱
湯

を
か
け
る
と
給
水
管
が
破
裂
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

r
破
裂
し
た
と
き
は

●
止
水
栓
（
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
中

か
、
そ
の
近
く
に
あ
り
ま
す
）
を
閉

め
、
修
理
を
村
指
定
給
水
装
置
工

事
事
業
者
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

上
下
水
道

〈
問
い
合
わ
せ
〉

上
下
水
道
課
上
下
水
道
グ
ル
ー
プ

３
年
以
内
に
排
水
設
備
工
事
を

下
水
道
の
使
用
が
で
き
る
区
域
内

で
く
み
取
り
式
便
所
を
使
用
さ
れ
て

い
る
人
は
、
法
律
で
３
年
以
内
に
ト

イ
レ
を
水
洗
化
し
、
風
呂
や
台
所
な

ど
か
ら
出
る
雑
排
水
と
と
も
に
下
水

道
に
流
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
浄
化
槽
を
使
用
さ
れ
て
い
る

人
は
速
や
か
に
排
水
設
備
工
事
の
実

施
を
お
願
い
し
ま
す
。

改
造
工
事
を
実
施
さ
れ
る
場
合

は
、
村
排
水
設
備
工
事
指
定
業
者
へ

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

水
洗
便
所
改
造
の
無
利
子
貸
付
制
度

の
活
用
を

下
水
道
の
使
用
が
で
き
る
区
域
で

は
、水
洗
化
の
改
造
工
事
が
行
わ
れ
、

下
水
道
の
使
用
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

く
み
取
り
便
所
を
改
造
し
た
人
か

ら
は
、
悪
臭
な
ど
が
無
く
な
り
、
大

変
快
適
に
な
っ
た
と
喜
ば
れ
て
い
ま

す
。こ

の
よ
う
な
改
造
工
事
の
と
き

の
、
皆
さ
ん
の
負
担
の
軽
減
と
水
洗

化
の
促
進
を
図
る
た
め
、
無
利
子
貸

付
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
の
で
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

無
利
子
貸
付
制
度
を
利
用
さ
れ
る

人
は
、
連
帯
保
証
人
（
大
阪
府
内
に

居
住
）
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
貸
し
付
け
の
対
象
と
な
る

の
は
、
下
水
道
の
使
用
区
域
に
な
っ

て
か
ら
３
年
以
内
に
改
造
工
事
を
す

る
場
合
で
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

上
下
水
道
課
上
下
水
道
グ
ル
ー
プ

旧
自
然
休
養
村
管
理
セ
ン
タ
ー

（
建
物
お
よ
び
土
地
）
を
民
間
団
体

な
ど
へ
貸
し
付
け
る
こ
と
と
な
り
、

次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

募
集
期
間

12
月
16
日（
金
）ま
で

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
ま
で

募
集
要
項
交
付
場
所

地
域
振
興
課

む
ら
づ
く
り
グ
ル
ー
プ

〈
問
い
合
わ
せ
〉
地
域
振
興
課
む
ら

づ
く
り
グ
ル
ー
プ

大
阪
府
で
は
、「
減
農
薬
・
減
化

学
肥
料
栽
培
」
に
取
り
組
む
農
業
者

を
支
援
す
る
た
め
、
府
が
定
め
る
基

準
に
基
づ
い
て
栽
培
さ
れ
た
農
産
物

を
「
大
阪
エ
コ
農
産
物
」
と
し
て
認

証
す
る
制
度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

取
り
組
む
に
当
た
り
、
生
産
計
画
書

を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

認
証
さ
れ
た
農
産
物
に
は
、
府
の
認

証
マ
ー
ク
を
貼
付
け
し
出
荷
・
販
売

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

対
象
農
作
物

府
内
で
生
産
さ
れ
た
、
野
菜
・
果

実
・
花
き(

府
で
指
定
し
た
品
目)

と

米
、
大
豆

認
定
基
準

q
府
が
定
め
た
農
薬
・
化
学
肥
料
の

使
用
回
数
（
量
）
を
超
え
な
い
こ
と
。

w
遺
伝
子
組
み
換
え
作
物
で
な
い
こ

と受
付

12
月
16
日（
金
）ま
で

〈
申
請
・
問
い
合
わ
せ
〉

¡
地
域
振
興
課
む
ら
づ
く
り
グ
ル
ー

プ
¡
南
河
内
農
と
緑
の
総
合
事
務
所
農

の
普
及
課
1
@5
１
１
３
１
8

千
早
赤
阪
村
、
太
子
町
、
河
南
町

共
同
で
就
労
支
援
を
目
的
と
し
た
就

労
支
援
を
行
い
ま
す
。

内
容

パ
ソ
コ
ン
講
座
（
ワ
ー
ド
・

エ
ク
セ
ル
）

対
象
者

村
内
在
住
の
人
で
、
何
ら

か
の
理
由
に
よ
り
就
労
で
き
な
い
、

母
子
家
庭
の
母
親
、
臨
時
的
な
仕
事

に
従
事
し
将
来
に
不
安
を
持
つ
若
者

な
ど
で
す
。

期
間

平
成
24
年
１
月
24
日（
火
）〜
１
月
27

日（
金
）

平
成
24
年
１
月
31
日（
火
）〜
２
月
３

日（
金
）

※
原
則
、
全
日
程
を
受
講
で
き
る
人

が
対
象
と
な
り
ま
す
。

時
間

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
０
時

30
分

場
所

河
南
町
役
場
４
階
４
０
１
会

議
室

定
員
　
10
人
（
応
募
多
数
の
場
合
は

抽
選
）

応
募
方
法

往
復
ハ
ガ
キ
に
、
住

所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
・
職

業
・
志
望
動
機
（
就
労
を
妨
げ
る
要

因
）
を
記
入
し
、
〒
５
８
５
―

８
５

０
１
（
住
所
不
要
）
千
早
赤
阪
村
地

域
振
興
課
む
ら
づ
く
り
グ
ル
ー
プ
へ

締
め
切
り

12
月
26
日（
月
）必
着

〈
問
い
合
わ
せ
〉

地
域
振
興
課
む
ら
づ
く
り
グ
ル
ー

プ
新
し
く
成
人
と
な
ら
れ
る
み
な
さ

ん
の
門
出
を
祝
福
す
る
成
人
式
を
次

の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

該
当
者
に
は
、
11
月
中
旬
に
ハ
ガ

キ
で
通
知
を
し
て
い
ま
す
が
、
通
知

が
届
か
な
い
場
合
や
、
内
容
に
誤
り

が
あ
る
場
合
は
、ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

月
日

平
成
24
年
１
月
９
日（
月
・

祝
）

受
付

午
前
９
時
30
分
よ
り

開
式

午
前
10
時
よ
り

場
所

く
す
の
き
ホ
ー
ル

対
象
者

平
成
３
年
４
月
２
日
か
ら

寒
さ
か
ら
水
道
管
を

守
り
ま
し
ょ
う

水
洗
化
し
よ
う
！

成
人
式
を
迎
え
る
み
な
さ
ん
へ

旧
自
然
休
養
村
管
理
セ
ン
タ
ー

貸
付
先
公
募

「
大
阪
エ
コ
農
産
物
」

申
請
受
付

募
　
　
集

地
域
就
労
支
援
の
た
め
の

パ
ソ
コ
ン
講
座
受
講
生
を

募
集
し
ま
す
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こ
ご
せ
幼
稚
園
で
遊
ぼ
う
！

平
成
４
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
人

〈
問
い
合
わ
せ
〉

教
育
課
教
育
グ
ル
ー
プ

1
&2
１
３
０
０

便
番
号
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号

を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。）

申
込
先

〒
５
８
５
―
８
５
８
５
（
住

所
不
要
）
河
南
町
教
育
委
員
会
教
育

課
「
ふ
み
ん
ネ
ッ
ト
南
河
内
係
」

〈
問
い
合
わ
せ
〉

教
育
課
教
育
グ
ル
ー
プ

1
&2
１
３
０
０

こ
ご
せ
幼
稚
園
で
は
園
庭
を
開
放

し
て
い
ま
す
。（
悪
天
候
の
場
合
は

室
内
遊
び
）
身
近
に
遊
ぶ
相
手
が
少

な
い
幼
児
の
お
母
さ
ん
、
子
育
て
の

話
を
す
る
相
手
が
ほ
し
い
お
母
さ

ん
、友
だ
ち
の
輪
を
広
げ
ま
し
ょ
う
。

日
時

毎
週
水
・
金
曜
日

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
20
分

対
象

就
学
前
の
幼
児
と
そ
の
保
護

者費
用

無
料

〈
問
い
合
わ
せ
〉

こ
ご
せ
幼
稚
園
1
&2
０
３
５
６

く
す
の
き
ホ
ー
ル
図
書
室
で
は
、

廃
棄
す
る
児
童
書
の
展
示
を
12
月
13

日（
火
）〜
27
日（
火
）ま
で
図
書
室
に

て
行
い
ま
す
。
必
要
な
人
は
取
り
に

き
て
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

教
育
課
教
育
グ
ル
ー
プ

1
&2
１
３
０
０

歳
末
た
す
け
あ
い
募
金

12
月
１
日
か
ら
20
日
ま
で
「
み
ん

な
で
さ
さ
え
あ
う
、
あ
っ
た
か
い
地

域
づ
く
り
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
歳
末

た
す
け
あ
い
募
金
を
行
い
ま
す
。
温

か
い
募
金
を
お
願
い
し
ま
す
。

共
同
募
金

赤
い
羽
根
で
親
し
ま
れ
て
い
る
共

同
募
金
に
、
温
か
い
ご
支
援
、
ご
協

力
を
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

募
金
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

戸
別
募
金
　
　
８
１
万
２
３
６
１
円

学
校
募
金
　
　
　
１
万
５
６
４
０
円

バ
ッ
ジ
　
　
　
　
７
万
７
０
０
０
円

募
金
箱
　
　
　
　
　
　
　
６
１
２
円

献
　
　
血

愛
の
献
血
（
11
月
14
日
）
に
ご
協

力
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

受
付
数

39
人

今
後
と
も
地
域
献
血
に
ご
協
力
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

寄
　
　
付

ご
芳
志
は
、
地
域
福
祉
の
向
上
の

た
め
に
有
意
義
に
活
用
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

〈
敬
称
略
〉

社
会
福
祉
協
議
会
善
意
銀
行

◎
栢
木
道
夫
（
小
吹
７
４
６
）

５
万
円

亡
母
ナ
ラ
ヱ
の
供
養
と
し
て

〈
問
い
合
わ
せ
〉

千
早
赤
阪
村
社
会
福
祉
協
議
会

1
&2
０
２
９
４

大
阪
府
・
市
町
村
生
涯
学
習
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
会
議
南
河
内
ブ
ロ
ッ
ク

（
南
河
内
の
各
市
町
村
で
構
成
）
で

は
、「
南
河
内
郷
土
探
訪
」
〜
世
界

遺
産
登
録
を
目
指
す
百
舌
鳥
・
古
市

古
墳
群
〜
を
総
合
テ
ー
マ
に
講
座
を

行
い
ま
す
。（
全
４
回
）。
地
元
大
学

教
授
、
地
元
の
近
つ
飛
鳥
博
物
館
長

や
自
治
体
の
職
員
が
講
師
と
な
っ

て
、
南
河
内
の
歴
史
に
つ
い
て
色
々

な
視
点
や
角
度
か
ら
紹
介
し
ま
す
。

ぜ
ひ
、
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
人
数

１
５
０
人
（
応
募
多
数

の
場
合
は
抽
選
）

対
象
者

全
４
回
の
講
座
に
参
加
で

き
る
人
。（
他
府
県
か
ら
の
参
加
も

出
来
ま
す
。）

受
講
料

５
０
０
円(

全
４
回)

申
込
期
限

12
月
20
日（
火
）必
着

申
込
方
法

往
復
ハ
ガ
キ
（
１
枚
の

ハ
ガ
キ
で
２
人
ま
で
申
し
込
み
で
き

ま
す
。）
に
住
所
、
郵
便
番
号
、
氏

名
（
フ
リ
ガ
ナ
）、
年
齢
、
電
話
番

号
と
返
信
用
宛
先
を
明
記
の
う
え
、

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。（
２
人
申
し

込
み
の
場
合
は
、
２
人
の
住
所
、
郵

お
お
さ
か
ふ
み
ん
ネ
ッ
ト

南
河
内
生
涯
学
習
広
域
講
座

南
河
内
探
訪

世界遺産登録への
道のり

百舌鳥古墳群の世
界遺産登録に向け
た現状と課題

古市古墳群の調査
成果

百舌鳥・古市古墳
群の人類史的意義

２月３日（金）
午後２時～４時１

回 日　程 内　容 講　師 場　所

２

３

４

２月７日（火）
午後２時～４時

２月21日（火）
午後２時～４時

３月２日（金）
午後２時～４時

坂井秀弥さん
奈良大学教授

石田　修さん
堺市世界文化遺産

推進室

山田幸弘さん
藤井寺市教育委員
会世界遺産登録推

進室

白石太一郎さん
大阪府立近つ飛鳥

博物館

羽曳野市
陵南の森公民館

羽曳野市
陵南の森公民館

藤井寺市市民会館
小ホール

大阪府立近つ飛鳥
博物館

◆
一
般
書

ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
の
た
め
息（福

田
和
代
）

お
ま
え
さ
ん
（
上
・
下
）

（
宮
部
み
ゆ
き
）

古
手
屋
喜
十
為
事
覚
え（宇

江
佐
真
理
）

警
官
の
条
件
　
　
　
　（
佐
々
木
譲
）

は
や
く
名
探
偵
に
な
り
た
い

（
東
川
篤
哉
）

幽
霊
の
涙
　
　
　
　
　（
諸
田
玲
子
）

黄
金
の
太
刀
　
　
　
　（
山
本
兼
一
）

カ
ン
タ
　
　
　
　
　
　（
石
田
衣
良
）

消
失
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
　（
長
沢
樹
）

夜
と
朝
の
あ
い
だ
に
　（
蓮
見
圭
一
）

こ
い
わ
す
れ
　
　
　
　
　（
畠
中
恵
）

ハ
ロ
ワ
！

（
久
保
寺
健
彦
）

境
遇
　
　
　
　
　
　
　（
湊
か
な
え
）

ど
ん
な
本
で
も
大
量
に
読
め
る

「
速
読
」
の
本
　
　
（
宇
都
出
雅
巳
）

し
ば
わ
ん
こ
の
四
季
の
庭（川

浦
良
江
）

◆
児
童
書

父
さ
ん
は
地
球
儀
の
上
に
い
る

（
加
藤
章
子
）

小
さ
な
バ
イ
キ
ン
グ
ビ
ッ
ケ

ビ
ッ
ケ
と
赤
目
の
バ
イ
キ
ン
グ

（
ル
ー
ネ
ル
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
）

フ
ァ
ー
デ
ス
の
ク
リ
ス
マ
ス

（
ジ
ュ
リ
ア
・
ロ
ー
リ
ン
ソ
ン
）

お
こ
だ
で
ま
せ
ん
よ
う
に

（
く
す
の
き
し
げ
の
り
）

◆
お
知
ら
せ

【
お
は
な
し
広
場
】

日
時

12
月
７
日（
水
）

午
後
２
時
〜
２
時
30
分

場
所

こ
ご
せ
幼
稚
園
・
多
目
的
室

対
象

幼
児
（
保
護
者
同
伴
）

内
容

お
は
な
し
会

（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
）

費
用

無
料

【
問
い
合
わ
せ
先
】

教
育
課
教
育
グ
ル
ー
プ
　

1
&2
１
３
０
０

譲
り
ま
す

そ
の
他

リ
サ
イ
ク
ル
本
を
譲
り
ま
す

社
会
福
祉
協
議
会
か
ら

お
知
ら
せ
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第
41
回
大
阪
精
神
科
診
療
所

協
会
市
民
講
演
会

そ
の
他
の

お
知
ら
せ

年
末
年
始
の
犬
・
猫
の
引
き
取
り

業
務
の
休
止
に
つ
い
て

年
末
年
始
、
光
明
池
運
転
免
許

試
験
場
は
混
雑
し
ま
す

富
田
林
税
務
署

ア
ル
バ
イ
ト
募
集

「
広
汎
性
発
達
障
が
い
の
あ
る
人
の

世
界
を
理
解
し
よ
う
」

日
時

平
成
24
年
１
月
31
日（
火
）

午
後
２
時
〜
午
後
４
時

場
所

河
内
長
野
ノ
バ
テ
ィ
ホ
ー
ル

多
目
的
ホ
ー
ル

講
師

西
川
瑞
穂
（
か
く
・
に
し

か
わ
診
療
所
院
長
）

入
場

無
料

※
申
し
込
み
は
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て

受
け
付
け（
定
員
に
な
り
次
第
終
了
）

〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〉

大
阪
府
富
田
林
保
健
所
地
域
保
健

課
精
神
保
健
福
祉
チ
ー
ム

1
@3
２
６
８
１
5
@4
７
９
４
０

大
阪
府
で
は
、
宅
地
建
物
取
引
の

場
に
お
け
る
同
和
地
区
に
対
す
る
差

別
や
入
居
差
別
な
ど
様
々
な
差
別
を

な
く
し
て
い
く
た
め
、
業
界
団
体
と

連
携
し
、「
宅
地
建
物
取
引
業
人
権

推
進
指
導
員
」
の
養
成
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。（
村
で
も
こ
の
制
度
の

運
営
に
協
力
し
て
い
ま
す
。）

人
権
推
進
指
導
員
を
設
置
す
る
宅

地
建
物
取
引
業
者
は
、
従
業
員
に
対

し
、
人
権
に
関
す
る
教
育
・
啓
発
を

行
い
、
人
権
意
識
の
高
揚
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

こ
の
指
導
員
を
置
く
取
引
業
者
の

事
務
所
に
は
、
次
の
ス
テ
ッ
カ
ー
が

掲
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

大
阪
府
住
宅
ま
ち
づ
く
り
部

建
築
振
興
課

1
06（
６
９
４
１
）０
３
５
１

（
内
線
３
０
８
３
・
３
０
８
４
）

（http://www.pref.osaka.jp/kenshin/sido-
jinken/index.htm

l

）

休
止
期
間

12
月
27
日（
火
）〜
平
成
24
年
１
月

３
日（
火
）

〈
問
い
合
わ
せ
〉

富
田
林
保
健
所
1
@3
２
６
８
１

休
止
期
間

猫 犬

12
月
29
日（
木
）〜
平
成
24
年
１
月

３
日（
火
）

〈
問
い
合
わ
せ
〉

食
の
安
全
推
進
課
藤
井
寺
分
室

（
藤
井
寺
市
藤
井
寺
１
―
８
―

36
）

1
０
７
２（
９
３
７
）１
１
０
１

光
明
池
運
転
免
許
試
験
場
に
は
、

電
車
・
バ
ス
な
ど
の
公
共
交
通
機
関

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

受
付月

〜
金
曜
日
（
祝
日
、
振
替
休
日

を
除
く
。）

12
月
29
日（
木
）〜
平
成
24
年
１
月

３
日（
火
）は
、
休
み
で
す
。

更
新
受
付
時
間

即
日
交
付
は
、
午
前
８
時
45
分
〜

午
後
２
時
30
分
ま
で

午
後
２
時
30
分
以
降
の
受
け
付
け

は
後
日
交
付
と
な
り
ま
す
。

最
寄
駅

泉
北
高
速
鉄
道
「
光
明
池
駅
」
か

ら
徒
歩
５
分

〈
問
い
合
わ
せ
〉

光
明
池
運
転
免
許
試
験
場

1
０
７
２
５
%6
１
８
８
１

高
校
同
等
教
育

¡
防
衛
大
学
校
、
一
般
大
学
な
ど
へ

の
進
学
機
会
が
あ
り
ま
す
。

¡
高
校
卒
業
資
格
が
取
得
で
き
ま
す
。

国
家
公
務
員
の
身
分
と
待
遇

¡
ボ
ー
ナ
ス
年
２
回

¡
週
休
２
日
制

¡
夏
、
冬
、
春
季
に
、
２
週
間
前
後

の
休
暇
有
り

¡
被
服
類
、
寝
具
、
食
事
、
宿
舎
費

は
無
料

¡
中
堅
技
術
者
を
養
成
、
将
来
の
幹

部
自
衛
官
に
昇
任
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

応
募
資
格

¡
日
本
国
籍
を
有
す
る
中
学
校
卒
業

（
見
込
含
）
〜
17
歳
未
満
の
男
子

受
付
期
間

¡
平
成
24
年
１
月
６
日
ま
で

〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〉

自
衛
隊
大
阪
地
方
協
力
本
部

富
田
林
地
域
事
務
所

1
@4
３
７
９
９
、
@4
３
９
９
９

府
で
は
、
12
月
を
「
税
収
確
保
重

点
月
間
」
と
定
め
、
滞
納
者
に
対
す

る
徹
底
し
た
催
告
や
財
産
の
差
し
押

さ
え
な
ど
行
い
、
納
期
内
に
納
税
さ

れ
た
人
と
の
税
の
公
平
性
を
確
保
し

ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

大
阪
府
南
河
内
府
税
事
務
所

1
@5
１
１
３
１

種
別

事
務
補
助
・
端
末
入
力
業
務

な
ど（
パ
ソ
コ
ン
操
作
の
で
き
る
人
）

勤
務
先

q
富
田
林
税
務
署

w
す
ば
る
ホ
ー
ル

勤
務
期
間

平
成
24
年
１
月
〜
４
月

※
定
員
に
な
り
次
第
し
め
き
り
ま

す
。

※
採
用
期
間
に
つ
い
て
は
面
接
時
に

相
談
の
上
、
決
定
し
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

富
田
林
税
務
署
　
総
務
課

1
@4
３
２
８
１
（
内
線
５
５
２
）

ご
存
知
で
す
か
？

「
宅
地
建
物
取
引
業
人
権

推
進
指
導
員
制
度
」

平
成
○
○年

度人
権推進指導員設置
の
店

12
月
は
税
収
確
保
重
点
月
間

俳

句

コ

ー

ナ

ー

海
光
の
な
か
の
い
ち
に
ち
秋
遍
路

水
引
草
も
つ
れ
も
つ
れ
て
空
の
青

鳥

渡

る

吉

祥

天

の

開

扉

か

な

コ
ス
モ
ス
田
風
が
染
ま
り
て
ゐ
た
り
け
り

数
珠
玉
の
ま
だ
柔
ら
か
き
緑
か
な

掛
稲
の
み
ど
り
残
り
し
重
さ
か
な

稲
刈
り
て
景
色
を
少
し
乱
し
け
り

阿
　
戸
　
敏
　
明

奥
　
野
　
千
　
秋

下
　
門
　
信
　
子

彼
　
塚
　
正
　
子

貝
　
長
　
　
　
徹

北
　
浦
　
賀
代
子

向
　
　
　
栄
美
子

自
衛
官
募
集

高
等
工
科
学
校
生
徒
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年末年始の業務案内
問い合わせ

12月 １月
施設・業務名

電話番号
28日 29日 30日 31日 １日 ２日 ３日 ４日 ５日
（水） （木） （金） （土） （日） （月） （火） （水） （木）

村　　　　役　　　　場 &2 0081 ○ ○ ○

小　吹　台　連　絡　所 &2 7600 ○ ○ ○

教 育 委 員 会 事 務 局 &2 1300 ○ ○ ○

保　健　セ　ン　タ　ー &2 0069 ○ ○ ○

診 　 療 　 所（午前）注１ &2 0038 ○ ○ ○

千　早　診　療　所　注１ &4 0240

診 　 療 　 所（午後）注１ &2 0038

上 　 下 　 水 　 道 　 課 &2 0081 ○ 注２ ○ ○

Ｂ ＆ Ｇ 海 洋 セ ン タ ー &2 7183 ○

く す の き ホ ー ル &2 1300 ○

く す の き ホ － ル 図 書 室 &2 1300 ○ ○ ○

村 立 郷 土 資 料 館 注３ &2 1588 ○

道の駅「ちはやあかさか」注４ &2 1588

金 剛 山 ロ ー プ ウ ェ イ &4 0128 ○ ○ ○ ○ 注５ 注６ ○ ○

香　　　　楠　　　　荘 &4 0321 ○ ○ ○ ○ 注７ ○ ○ ○ ○

臨 時 ご み 持 ち 込 み &2 0081 ○ ○ ○

し 尿 臨 時 く み 取 り &2 0081 ○ ○ ○

定期ごみ収集　注８、注９ &2 0081 注８ 注９

注１：急患は富田林市立休日診療所（1@81333）を利用ください。
診療日：年末年始（12月29日～１月３日）、日曜日、祝日
受付時間：午前９時～11時30分、午後１時～３時30分
小児救急（中学生まで）は富田林市消防本部（1@51122）へ（午後８時～翌朝８時）

注２：引っ越しなどで開閉栓が必要な場合、12月28日（水）までに上下水道グループへ連絡してください。
宅内の修繕業務は、村指定給水装置工事事業者へ依頼してください。
下水道については、公共マスより、本管側（道路側）の排水設備修繕業務は上下水道グループまで連絡してください。

注３：12月29日（木）～1月5日（木）まで休業します。
注４：12月26日（月）～1月5日（木）まで休業します。
注５：午前５時から早朝営業します。初日の出を金剛山でどうぞ！香楠荘前広場でロープウェイ利用者にお楽しみ抽選会を

開催します。
注６：午前９時から午後５時まで、15分間隔で運行します。
注７：早朝５時より香楠荘前広場で先着200人に「ふるまい酒」！と「先着1,000人にぜんざい」プレゼント！
注８：１月３日（火）は燃えるごみ収集はありません。
注９：１月４日（水）は粗大ごみ収集はありません。

歳
末
は
現
金
を
狙
っ
た
ひ

っ
た
く
り
や
飲
酒
の
絡
ん
だ

暴
力
事
件
、
ま
た
空
き
巣
な

ど
の
侵
入
犯
罪
に
被
害
発
生

が
予
想
さ
れ
ま
す
。

★
ひ
っ
た
く
り
被
害
防
止

手
荷
物
は
道
路
の
反
対
側

に
、
自
転
車
の
カ
ゴ
に
は

ひ
っ
た
く
り
防
止
カ
バ
ー

を
付
け
ま
し
ょ
う
。

★
侵
入
犯
罪
の
被
害
防
止

玄
関
や
窓
ガ
ラ
ス
に
補
助

錠
を
。

（
ワ
ン
ド
ア
・
ツ
ー
ロ
ッ
ク
）

セ
ン
サ
ー
ラ
イ
ト
や
警
報

装
置
な
ど
の
防

犯
器
具
を
。

★
自
転
車
、
オ
ー
ト
バ
イ
を

駐
め
る
時
に
必
ず
カ
ギ
を

か
け
ま
し
ょ
う
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

富
田
林
警
察
署
防
犯
係

1
@5
１
２
３
４

12
月
は

歳
末
特
別
警
戒

実
施
中

○
ビンカン

○
もえるごみ

関
西
電
力
よ
り

節
電
の
お
願
い

冬
場
の
節
電
に
ご
協
力
お

願
い
し
ま
す
。

節
電
お
問
い
合
わ
せ
専
用

ダ
イ
ヤ
ル
1
０
１
２
０（
９
１

１
）７
７
７（
通
話
料
無
料
）



名　　　　　　称 連絡先・時間など
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健診実施期間　平成24年３月31日（土）まで
時間 各医療機関の診療時間内
場所 村指定医療機関（富田林歯科医師会管内）
対象 ６月１日現在40・50・60・70歳の人
内容 問診・口腔内診査･歯周疾患検査・口腔衛生検査・

保健指導
受診料 無料
受診方法　申し込みをした人には、受診券等を送付します。

その後、歯科医院に電話で予約し受診してくだ
さい。

成人歯科健康診査 予約受付中障がい児（者）歯科診療

★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★

健康診査＆相談など

午前10時 ０歳～幼稚園入

～11時30分 園前の乳幼児と
保護者

午前10時 ０～１歳頃まで
～11時30分 の乳幼児
午前10時45分 １歳頃までの乳
～11時45分 幼児の家族

午後２時～

12月９日（金）
（要予約、１人30分程度）
（初回の人優先）
（プライバシーは守ります）

午前10時 健康・育児・介
12月20日（火） ～正午 護など相談を希

（来庁の場合要予約）望する人

種　　　類 月　日 受　付 対　　象

保
健
セ
ン
タ
ー
　
1
&2
０
０
６
９

広
場

相
談

借金・家庭・労
働問題など法律
相談を希望する
人
（同日に身体や
こころの相談も
行います）

なかよし広場
（親と子の交流会）

あかちゃん広場
（交流会・相談）

離乳食講習会
（あかちゃん広場に併設）

無料弁護士相
談・保健師の
こころの相談

保健師による
健 康 相 談
（電話・来庁）

個 別 健 康
栄 養 相 談 12月16日（金）

12月14日（水）

午後
１時30分～
（要予約）

※個別禁煙相談は希望に応じて随時実施します（要予約）

☆相談や検査に関するプライバシーは守ります。

種　　　類 月日（祝日は除く） 受　付 備　　考

富
田
林
保
健
所
　
1

@3

２
６
８
１

午前
こころの健康相談（月）～（金）９時30分

～午後５時

エイズに関する 午前

相　　　　　　談
（月）～（金）９時30分 電話相談も可

～午後５時

血　液　検　査
エイズ・梅毒

第１・３ 午後１時

・クラミジア
水曜日 ～２時

血　液　検　査 午前

［肝炎ウイルス］
第３水曜日 ９時30分

無料・予約制

～10時30分
（先着順）

¡飲用水・井戸水検査 毎週月曜日 午前
¡腸内細菌検査 ９時30分 有料
¡寄生虫卵検査 ～11時30分

エイズ抗体検査
は無料、そのほ
か手数料が必要
な場合あり

電話で問い合わ
せてください
（予約制）

］［

（祝日の場合は
翌日）

食事療法が必要
な人、健康のた
め食生活を改善
したい人

休日・夜間の医療機関など

休日診療所　1@81333

富田林市向陽台１－３－38
午前９時～11時30分
午後１時～３時30分

内科・歯科

小児急病診療
（当番病院紹介）

救急安心センターおおさか

大阪府小児救急電話相談
（受診するかどうかの判断の参考に）

大阪府救急医療情報センター
（各科医療機関の診療状況照会）

「こどもの救急」ホームページ
（受診するかどうかの判断の参考に）

小児科

富田林病院　1@91121（代表）
富田林市向陽台１－３－36
午前９時～11時30分
午後１時～３時30分

富田林市消防署　1@51122

午後８時～翌朝８時（１年中）
土・日・祝・年末年始は午後４時から

＃7119または106（6582）7119
24時間対応（１年中）

＃8000（携帯電話・ＮＴＴプッシュ回線のみ）

106（6765）3650
午後８時～翌朝８時（１年中）

106（6761）1199
24時間対応（１年中）

http://kodomo－qq.jp/

¡村国保診療所　水分195－１（保健センター内）1&20038

午前診　（月）～（金）午前９時～正午
午後診　（火・金） 午後４時30分～６時30分

¡村国保千早診療所　千早184－１　1 &40240

午後診　（火・金） 午後２時～４時

村国保診療所の診療時間について

休日診療
日曜日・祝日
年末年始（12月29

日～１月３日）

地域の歯科診療所での治療が困難な障がいのある人を
対象に、歯科治療や口腔衛生指導などをしています。（保
険診療）
日時 毎週木曜日　午後１時～５時

（祝日・年末年始を除く）
場所 河内長野市立休日急病診療所
申し込み 河内長野市立保健センター　

1 %50301



肝炎ウイルス検診 予約受付中

次のq～eのいずれかに該当する人
q平成23年度中に満40歳となる人
w平成23年度中に満41歳以上で過去に肝炎
ウイルス検診に相当する検診を受けたこと
がない人
e特定健診等において肝機能検査に異常が
ある人

Ｂ型およびＣ型肝炎ウイルス検査（問診･
採血）

500円
※検診当日満70歳以上または生活保護・非
課税世帯に属する人は、受診料の免除があ
ります。詳しい内容は事前に問い合わせく
ださい。受診料支払い後に、免除を申し出
た場合、受診料の返還はできませんので注
意ください。

対　　　　象

内　　　　容

受　診　料

委託医療機関

検診実施期間 平成24年３月31日（土）まで

村国保診療所（保健センター内）
村国保千早診療所
やすらぎ会　植田診療所

21

日　本　脳　炎　予　防　接 種

けんこうのページ けんこうのページ けんこうのページ 
〈問い合わせ〉
健康福祉課健康グループ
保健センター　1&20069

【一味違う食卓を演出できる腕を磨こう】

「献立紹介・調理実習・試食」（調理実習）
日時 12月20日（火）午前９時30分～午後１時ごろ
【血圧を下げて５歳若返ろう】

「血圧を上げない食事のコツ」
日時 １月26日（木）午前10時～正午
「５歳若く見えるための体操」
日時 １月31日（火）午前10時～正午
【からだの脂肪を減らしてスタイルアップしよう】

「脂肪をためない食事のコツ」
日時 ２月23日（木）午前10時～正午
「スタイルアップできる運動」
日時 ２月28日（火）午前10時～正午
対象者 村内在住のおおむね40歳～65歳の人
参加費 初回参加者は300円（２回目以降の参加は150円）

※調理実習日は別途400円必要
募集人員 15人
場所 保健センター
申込期間 定員になり次第締め切ります。
※テーマや内容が変更になる場合がありますのでご了承く
ださい。
※参加決定者には詳しい案内を後日送付します。

そろスタ☆ヘルスアップ教室　参加者募集

日本脳炎予防接種は、指定医療機関での個別接種（無料）
です。なお、接種を勧めることを控えてきたことにより接
種機会を逃した平成７年６月１日から平成19年４月１日生
まれの人で接種が完了していない人は、上記の対象年齢を
超えていても未接種分を接種することができます。未接種
がある人は予防接種を受けましょう。

接種 対象者 回数 標準接種年齢
１期初回 ３歳以上 ２回 ３歳
１期追加 ７歳６カ月未満 １回 ４歳
２期 ９歳以上13歳未満 １回 ９歳

ポ　リ　オ　予　防　接　種

場所 保健センター　　
受付 午後１時～２時30分
費用 無料

ポリオの予防には、ポリオワクチンの接種が必要です。
不活化ポリオワクチンの国内導入は早くても平成24年度の
終わり頃になる予定です。不活化ポリオワクチンの導入ま
で接種を待つことはお勧めできません。

¡母子手帳、予診票持参。
¡下痢の人は受けられません。
¡平熱が37℃以上の人は接種前１
週間分の体温を記録して持参く
ださい。

¡１歳を過ぎたら、まず麻しん風
しん（ＭＲ）予防接種を受けま
しょう。

平成24年,あ
１月26日（木）

生後●●●
３カ月以上
90カ月未満

月　日 対　象 備　考

場所 保健センター
※検診は、すべて予約制となります。
※検診日当日に各検診の対象年齢に達していない人は受診でき
ません。
※負担していただく受診料はいずれも検査料金の２割５分程度
です。当日受付で支払ってください。（生活保護世帯の人は
受診料が免除されます。健康福祉課福祉・子育てグループへ
事前に申し出てください）
※定員になり次第締め切ります。予約をされた人には検診日の
２週間前ごろに受診票と詳しい案内を送ります。
※介助の必要な人は相談ください。
※大腸がん検診だけを受診する人で、当日本人が来られない場
合は必ず相談ください。
※大腸がんのがん検診推進事業対象者には9月にクーポン券と
検診手帳を郵送していますので、まだ受診していない人は受
診しましょう。（今年度は今回の検診で終了です）

が ん 検 診 の お 知 ら せ

検　診　日

当日受付時間 午前８時30分～11時15分
対　　　　象 受診日現在40歳以上の人
受診できる回数 年１回
定　　　　員 各50人

内　　　　容〈胃がん〉問診・Ｘ線間接撮影〈大腸がん〉問診・便潜血検査
受　診　料 胃がん1,000円、大腸がん300円

胃
が
ん
・
大
腸
が
ん
検
診

２月21日（火）
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く
し
ゃ
み
、
鼻
水
に
始
ま
り
、
や

が
て
の
ど
の
痛
み
や
微
熱
、
咳
も
出

始
め
て
…
こ
れ
が
誰
も
が
知
っ
て
い

る
か
ぜ
の
典
型
的
な
症
状
で
す
。
か

ぜ
は
成
人
で
は
年
間
に
約
２
〜
３
回
、

小
児
だ
と
５
〜
７
回
程
度
か
か
る
と

い
わ
れ
て
い
る
、
と
て
も
あ
り
ふ
れ

た
病
気
で
す
。
か
ぜ
の
原
因
は
ウ
イ

ル
ス
と
い
う
ご
く
小
さ
な
病
原
体
で

２
０
０
以
上
の
型
が
あ
る
と
い
わ
れ

て
お
り
、
そ
の
た
め
一
生
の
間
に
何

度
も
か
か
っ
て
し
ま
う
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

『
か
ぜ
は
万
病
の
も
と
』
は
有
名

な
言
葉
で
す
が
、
こ
れ
は
か
ぜ
に
よ

く
似
た
初
期
症
状
の
病
気
が
他
に
も

い
く
つ
か
あ
る
こ
と
や
、
特
に
高
齢

者
で
は
か
ぜ
を
き
っ
か
け
に
も
と
も

と
の
持
病
が
悪
化
す
る
こ
と
が
あ
る

た
め
に
い
わ
れ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

実
際
に
普
通
の
か
ぜ
で
あ
れ
ば
、
健

康
な
人
な
ら
特
に
治
療
を
受
け
な
く

て
も
１
週
間
程
度
で
治
っ
て
い
く
も

の
で
す
。「
か
ぜ
ひ
い
た
か
な
？
」

と
思
っ
た
時
、
体
温
が
38
℃
未
満
で

食
事
も
十
分
と
れ
る
よ
う
な
ら
、
ま

ず
体
を
ゆ
っ
く
り
休
め
て
様
子
を
み

ま
し
ょ
う
。

そ
の
一
方
で
38
℃
以
上
の
発
熱
が

続
い
た
り
、
い
つ
も
よ
り
の
ど
の
痛

み
や
咳
が
ひ
ど
い
時
は
、
早
め
に
医

療
機
関
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。
咳
や

鼻
水
が
２
週
間
以
上
続
く
時
や
、
一

旦
よ
く
な
っ
た
か
ぜ
症
状
が
再
び
ぶ

り
返
す
時
も
、
念
の
た
め
に

受
診
し
た
方
が
よ
い
で
し
ょ
う
。

今
の
季
節
で
す
と
、
か
ぜ
に
よ
く

似
た
病
気
と
し
て
『
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
』
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
か
ぜ
に
比

べ
高
熱
が
出
や
す
く
、
症
状
も
重
い

こ
と
が
多
い
で
す
が
、
現
在
で
は
簡

単
な
検
査
で
診
断
で
き
る
こ
と
、
特

効
薬
や
予
防
の
た
め
の
ワ
ク
チ
ン
も

あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
ひ
と
昔
前
に

比
べ
る
と
か
な
り
対
処
し
や
す
い
病

気
と
な
り
ま
し
た
。

み
な
さ
ん
が
飲
ま
れ
る
、
い
わ
ゆ

る
『
か
ぜ
薬
』
は
、
市
販
の
も
の
で

あ
れ
、
医
療
機
関
で
処
方
さ
れ
る
も

の
で
あ
れ
、
ど
れ
も
か
ぜ
の
症
状
を

や
わ
ら
げ
る
だ
け
で
、
原
因
と
な
っ

て
い
る
ウ
イ
ル
ス
を
退
治
す
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。『
か
ぜ
薬
』
を

過
信
し
て
無
理
を
す
れ
ば
、
当
然
か

ぜ
の
治
る
の
は
遅
れ
ま
す
か
ら
気
を

付
け
ま
し
ょ
う
。

か
ぜ
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防

と
し
て
は
、
手
洗
い
、
う
が
い
、
マ

ス
ク
の
着
用
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

特
に
手
指
に
つ
い
た
ウ
イ
ル
ス
が
自

分
の
目
、
鼻
、
口
に
入
る
こ
と
で
感

染
す
る
こ
と
も
多
い
の
で
、
外
出
後

の
手
洗
い
は
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

千
早
赤
阪
村
国
保
診
療
所

医
師
　
大
澤

佳
代

『
か
ぜ
は
万
病
の
も
と
？
』

水痘（水ぼうそう）と流行性耳下腺炎（おたふくかぜ）
ワクチンの接種費用を助成しています。
助成対象者 接種日に１歳児または２歳児で、平成23年
４月１日から平成24年３月31日までに接種した人
助成回数 各ワクチン１回ずつ
持参する物 q母子健康手帳など接種が確認できる物、w

領収証、e印鑑、r振込先を確認できる通帳やカードな
どを持参の上、保健センターで手続きをしてください。
備考¡接種医療機関の指定はありません。一旦医療機関窓

口で接種費用をお支払いください。
¡任意予防接種ですので、接種義務はありません。
¡平成24年度以降の費用助成は未定です。

任意予防接種の子宮頸がん・ヒブ・小児用肺炎球菌ワ
クチンの接種費用を全額助成しています。また、高齢者
用肺炎球菌ワクチンの接種費用を一部助成しています。
●子宮頸がんワクチン

対象 中学１年生～高校１年生相当
回数 ３回
※ワクチンは「サーバリックス」と「ガーダシル」があ
りますが、３回が同じワクチンでなければ、助成対象と
なりません。
●ヒブ（インフルエンザ菌ｂ型）ワクチン

接種開始時年齢･回数（開始年齢により回数が異なります）

¡２～６カ月児　４回（初回３回、追加１回）
¡７～11カ月児　３回（初回２回、追加１回）

¡１～４歳児　１回
●小児用肺炎球菌ワクチン

接種開始時年齢･回数（開始年齢により回数が異なります）

¡２～６カ月児　４回（初回３回、追加１回）
¡７～11カ月児　３回（初回２回、追加１回）
¡１歳児　２回（初回２回）
¡２～４歳児　１回
●高齢者用肺炎球菌ワクチン

対象 q70歳以上と、w65～69歳で心臓・呼吸器の慢性疾
患、慢性腎不全、糖尿病、肝臓病などのため医師が
必要と認めた人

公費助成額・回数 3,000円（助成は１人１回限り）
※５年を目安に一定の間隔があれば、医師の判断で２回
目の接種ができますが、村からの助成は１人１回限りです。
期間 平成24年３月31日（土）まで
場所 指定医療機関（千早赤阪村・富田林市・河南町・太

子町）
備考¡指定医療機関以外での接種は全額自己負担になりま

す。
¡事前に予約など各医療機関へ確認ください。
¡任意予防接種ですので、接種義務はありません。
¡平成24年度以降の費用助成は未定です。

任意接種ワクチン費用助成

水ぼうそう・おたふくかぜワクチン

ジフテリア・破傷風二種混合予防接種
ジフテリア・破傷風（ＤＴ）二種混合（２期）の予防接

種は、指定医療機関での個別接種（無料）です。

予防接種 対象者および期間

ＤＴ２期 11歳以上13歳未満



23

麻しんは、人から人にうつる病気です。麻しんウイルス
は非常に感染力が強いため感染しやすいので、ワクチンに
よって免疫をつくり、予防することが重要です。麻しん風
しん（ＭＲ）予防接種は指定医療機関での個別接種（無料）
です。過去に麻しん風しんにかかったことが明らかでない
人は、予防接種を受けましょう。
なお、平成23年度のみ４期の対象者は、高校２・３年生

相当の人となっています。

対象 q65歳以上と、w60～64歳で心臓・じん臓・呼吸器
の障がいなどがある人で、希望する人

期間 平成24年１月31日（火）まで
場所 指定医療機関（千早赤阪村・富田林市・河南町・太

子町）
※指定医療機関以外での接種は全額自己負担になります。
費用 1,000円（医療機関窓口で支払ってください）
備考¡対象者への個別通知はしていません。

¡事前に予約など各医療機関へ確認ください。
¡住所、氏名、生年月日が確認できる物を持参ください。
¡生活保護世帯の人は費用が免除されますので、事前
に健康福祉課まで申し出てください。

¡施設に入所中または病院に入院中の人は相談くださ
い。

けんこうのページ けんこうのページ けんこうのページ 
〈問い合わせ〉
健康福祉課健康グループ
保健センター　1&20069

麻しん風しん予防接種

熱
湯
…
１
５
０
　
　

コ
ン
ソ
メ
（
顆
粒
）
…
小
さ
じ
１

卵
…
１
個
　
ベ
ー
コ
ン
…
１
／
２
枚

ト
マ
ト
…
小
１
／
２
個

こ
し
ょ
う
・
パ
セ
リ
…
適
量

①
ベ
ー
コ
ン
は
５
㎜
幅
に
、
ト
マ
ト

は
１
b
角
に
切
る
。

②
器
に
熱
湯
を
入
れ
、
コ
ン
ソ
メ
を

溶
か
す
。

③
②
に
①
と
卵
を
入
れ
（
黄
身
は
つ

ま
よ
う
じ
で
穴
を
開
け
て
お
く
）

ラ
ッ
プ
を
か
け
、
６
０
０
ｗ
の
レ

ン
ジ
で
１
分
30
秒
ほ
ど
加
熱
す
る
。

④
好
み
で
こ
し
ょ
う
・
パ
セ
リ
を
か

け
る
。

（
１
人
分
当
た
り
エ
ネ
ル
ギ
ー：

１

４
９
kcal
、
塩
分：

１
・
５
ｇ
）

〈
ア
レ
ン
ジ
例
〉
き
の
こ
や
レ
タ
ス
、

ほ
う
れ
ん
草
な
ど
火
の
通
り
や
す
い

野
菜
が
よ
い
で
し
ょ
う
。
た
っ
ぷ
り

具
を
入
れ
る
と
さ
ら
に
ボ
リ
ュ
ー
ム

ア
ッ
プ
！

☆
ご
は
ん
オ
ム
レ
ツ
☆

ご
は
ん
…
お
茶
碗
１
杯
　
卵
…
１
個

ほ
う
れ
ん
草
…
30
ｇ
（
２
株
分
）
ミ

た
ん
ぱ
く
質
と
野
菜
を

組
み
合
わ
せ
て
１
皿
に

卵
・
肉
・
魚
と
野
菜
を
ひ
と
つ
の

メ
ニ
ュ
ー
に
す
る
と
、
う
ま
味
で
調

味
料
を
減
ら
せ
て
野
菜
も
お
い
し
く

食
べ
ら
れ
ま
す
。
１
皿
に
ま
と
め
る

と
後
片
付
け
も
簡
単
に
な
り
ま
す
。

ひ
と
つ
の
調
理
器
具
で
作
る

蒸
す
、
煮
る
、
焼
く
な
ど
ひ
と
つ

の
調
理
方
法
で
作
れ
る
と
、
手
早
く

簡
単
に
で
き
あ
が
る
の
で
時
間
を
有

効
に
使
え
ま
す
。

前
日
に
野
菜
を
切
っ
て
お
く

夕
食
を
作
る
と
き
に
翌
朝
分
も
一

緒
に
切
っ
て
お
く
と
、
そ
の
ま
ま
使

え
て
便
利
で
す
。
保
存
す
る
と
き
は

清
潔
な
ま
な
板
と
包
丁
・
容
器
を
使

い
、
冷
蔵
庫
に
保
管
し
ま
し
ょ
う
。

切
っ
て
お
い
た
野
菜
は
使
う
と
き
に

加
熱
し
ま
し
ょ
う
。

冷
凍
し
て
お
く

あ
ら
か
じ
め
作
っ
て
お
い
た
お
か

ず
や
野
菜
を
冷
凍
し
て
お
き
ま
し
ょ

う
。
１
人
分
ず
つ
小
分
け
に
し
て
お

く
と
必
要
な
分
だ
け
使
え
る
の
で
便

利
で
す
。
た
だ
し
、
冷
凍
で
き
な
い

も
の
も
あ
る
の
で
気
を
つ
け
ま
し
ょ

う
。

〜
作
っ
て
み
よ
う
！

簡
単
朝
ご
は
ん
〜

（
材
料
は
い
ず
れ
も
１
人
分
）

☆
ポ
ー
チ
ド
エ
ッ
グ
ス
ー
プ
☆

ッ
ク
ス
ベ
ジ
タ
ブ
ル
…
20
ｇ
　
ツ
ナ

缶
…
20
ｇ
　
サ
ラ
ダ
油
…
小
さ
じ
１

ケ
チ
ャ
ッ
プ
…
適
量

①
ほ
う
れ
ん
草
は
２
b
幅
に
切
る
。

ツ
ナ
は
油
を
切
っ
て
お
く
。

②
卵
を
割
り
ほ
ぐ
し
、ご
は
ん
と
①
、

凍
っ
た
ま
ま
の
ミ
ッ
ク
ス
ベ
ジ
タ

ブ
ル
を
混
ぜ
合
わ
せ
る
。

③
フ
ラ
イ
パ
ン
に
油
を
熱
し
、
②
を

流
し
入
れ
薄
く
の
ば
す
。（
厚
み

が
あ
る
と
ひ
っ
く
り
返
す
と
き
に

崩
れ
る
の
で
注
意
）
焼
き
目
が
つ

い
た
ら
ひ
っ
く
り
返
し
、
両
面
を

よ
く
焼
く
。

で
き
あ
が
っ
た
ら
切
り
分
け
、
ケ

チ
ャ
ッ
プ
を
か
け
る
。

（
１
人
分
エ
ネ
ル
ギ
ー：

４
７
６
kcal
、

塩
分：

１
・
０
ｇ
）

〈
ア
レ
ン
ジ
例
〉
具
を
に
ら
と
人
参

に
変
え
て
ご
ま
油
で
焼
き
ポ
ン
酢
で

食
べ
た
り
、
キ
ャ
ベ
ツ
と
ね
ぎ
に
変

え
て
ソ
ー
ス
で
食
べ
る
の
も
お
す
す

め
！
お
好
み
で
チ
ー
ズ
や
か
つ
お
ぶ

し
を
入
れ
て
も
お
い
し
い
で
す
よ
。

『
朝
食
を
し
っ
か
り
食
べ
て
元
気
に

パ
ー
ト
３
』

●

●

健康ちはやあかさか21

イメージキャラクター

ml

手
抜
き
で
お
い
し
い
朝
ご
は
ん
の
ス
ス
メ

予防接種 平成23年度の対象者

ＭＲ１期 １歳以上２歳未満

ＭＲ２期 平成17年４月２日～平成18年４月１日生

ＭＲ３期（中学１年生相当）平成10年４月２日～平成11年４月１日生

ＭＲ４期（高校２・３年生相当） 平成５年４月２日～平成７年４月１日生

高齢者（季節性）インフルエンザ予防接種
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ご み 収 集

し 尿 収 集

相 　 　 談
12月１日（木）・15日（木）
１月５日（木）

も え る ご み
（火・金曜日）

粗　大　ご　み
（第 1水曜日）

ペ ッ ト ボ ト ル
（第３木曜日）

プラスチック製容器
（第２・４木曜日）

空カン・空ビン
（第４水曜日）

各地区ミゼット車

心配ごと

12月１日（木）
１月５日（木）児　　童

12月15日（木）行　　政

毎日（土日祝、年末年始を除く）
午前９時～午後５時
役場会議室
※事前に電話で予約してください。
（太子町・河南町役場でもご相談でき
ます）

人　　権

千早、東阪、小吹
中津原、森屋

川野辺、水分
二河原辺、桐山
吉年

12月２日（金）
６日（火）・９日（金）
13日（火）・16日（金）
20日（火）・23日（金）
27日（火）・30日（金）
１月６日（金）

12月15日（木）

12月28日（水）

12月16日（金）予定

12月27日（火）予定

12月28日（水）予定

12月８日（木）
22日（木）

12月７日（水）
26日（月）

※１月の収集はありません

時間 午後１時～３時
場所 保健センター１階（相談室）

人 の 動 き

総人口　6,112人（－５）
男　　2,908人（＋１）
女　　3,204人（－６）
世帯数　2,359戸（－３）

10月末日現在、（ ）は対前月比

〈問い合わせ〉
千早赤阪村住民課住民生活グループ・河南町生活環境課
1(32500・太子町住民人権グループ1(85515

元旦の金剛山ロープウェイは、午前5時にスタートします。
早朝の便で大阪で一番高い金剛山へあがれば、大阪で最初に、大峰山脈か

ら昇る最高の初日の出がご覧いただけます。
当日のイベント開催
場所 府民の森ちはや園地（総合案内所前広場）
時間 午前5時～
内容 ふるまい酒　先着　1,200人 ふるまいぜんざい　先着　1,000人
お楽しみ抽選会 午前5時30分～（当日ロープウェイ乗車券を持参の人）

〈問い合わせ〉香楠荘　1 0321
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村民の方は、1割引で利用いただけます。
ロープウェイ 大人・小人の村民割引乗車券を発売しています。
香楠荘 宿泊料・特別企画パック料金から割引します。
※割引ご利用の際は、運転免許証など住所の確認ができるものをご提示くだ
さい。

〈問い合わせ〉¡ロープウェイ　1 0210 ¡香楠荘　1 0321

○ 74

「村営ロープウェイ・香楠荘」村民割引実施中

千早赤阪村教育コミュニティでは、学校と地域との連携体制の更なる充実
を図り、地域全体で子どもを見守っていくため、あいさつ運動や交流会など
で使用するワイヤレスアンプ一式や大型プリンター、また通学路の清掃活動
などで使用する草刈機やブロワーなどを購入しました。
この事業は、宝くじの普及広報事業の受託事業収入を

財源とする財団法人自治総合センターのコミュニティ
助成金を受けて購入しました。
〈問い合わせ〉政策推進室

宝くじ助成事業

シルバー人材センターでは、概ね60歳以上の会員が、センターから依頼さ
れた仕事を日々頑張っています。これまで培った自分の能力や経験を、シル
バー人材センターで活かしてみませんか？
販売・施設管理・剪定・草刈・荷物運搬・清掃・運転などの業務や家事援

助などできる人は、ぜひ経験を活かしてください。
入会資格　村内在住の健康で働く意欲のある概ね60歳以上の人
年会費　3,000円（傷害保険料含む）
〈問い合わせ〉村保健センター2階千早赤阪村シルバー人材センター事務局
〈問い合わせ〉（千早赤阪村社会福祉協議会内）1 0294

村シルバー人材センター会員募集

○ 74 ○ 74

○ 72


